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は
じ
め
に

仏
教
美
術
に
お
け
る
変
相
図
（
変
）
と
は
、
経
典
の
説
話
内
容
や
そ
こ
に
説
か
れ

る
浄
土
の
場
面
を
絵
画
化
（
場
合
に
よ
っ
て
は
ジ
オ
ラ
マ
的
な
立
体
造
形
化
）
し
た
も
の

で
あ
り
、
中
国
で
は
、
変
文
と
呼
ば
れ
る
俗
文
学
お
よ
び
変
文
を
用
い
た
「
絵
解
き
」

と
連
動
し
て
発
展
し
た
と
さ
れ
る①
。
イ
ン
ド
・
西
域
で
も
、
経
典
に
基
づ
い
た
本
生
・

仏
伝
・
比
喩
説
話
の
造
形
化
お
よ
び
そ
れ
ら
の
絵
解
き
は
行
わ
れ
た
も
の
の
、
そ
れ

を
「
変
」
と
称
し
た
と
こ
ろ
に
中
国
的
理
解
を
求
め
る
意
見
も
あ
る②
。
こ
う
し
た
変

相
図
は
、
と
り
わ
け
唐
代
の
中
国
に
お
い
て
飛
躍
的
に
発
展
し
た
。
い
わ
ゆ
る
大
画

面
変
相
図
（
大
構
図
変
相
図
）
の
出
現
で
あ
る
。
そ
の
表
現
は
、
画
面
は
大
幅
と
し
、

多
く
の
場
合
、
中
尊
も
し
く
は
対
置
的
人
物
構
図
と
い
っ
た
よ
う
に
、
経
典
の
主
役

と
な
る
尊
格
を
中
央
に
据
え
、
背
後
に
山
水
表
現
も
し
く
は
浄
土
景
観
の
大
構
図
を

設
け
る
。
更
に
周
囲
に
は
、
経
典
に
説
か
れ
る
内
容
を
小
場
面
と
し
て
展
開
さ
せ
、

そ
の
中
に
も
更
に
山
水
表
現
を
組
み
込
む
こ
と
が
多
い
。
敦
煌
莫
高
窟
壁
画
に
お
け

る
大
画
面
変
相
図
は
、貞
観
十
六
年
（
六
四
二
）
銘
を
有
す
る
第
二
二
〇
窟
や
そ
の
前

後
頃
の
制
作
時
期
と
見
ら
れ
る
第
二
〇
九
窟③
な
ど
七
世
紀
半
ば
頃
に
出
現
し
、以
降
、

七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
前
半
（
す
な
わ
ち
初
唐
後
半
か
ら
盛
唐
期④
）
に
か
け
て
、「
法

華
経
変
」「
維
摩
経
変
」「
西
方
浄
土
変
」「
薬
師
浄
土
変⑤
」
な
ど
が
展
開
し
て
い
っ

た
。
こ
の
展
開
に
際
し
て
は
、
中
原
の
八
世
紀
前
半
に
お
け
る
山
水
画
の
変
革
「
山

水
の
変
」
と
も
連
動
し
、
隋
代
ま
で
の
敦
煌
壁
画
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
た
山
水

表
現⑥
よ
り
も
、
飛
躍
的
に
進
歩
し
た
表
現
が
、
大
構
図
お
よ
び
小
場
面
で
の
山
水
描

写
に
取
り
入
れ
ら
れ
た⑦
。

近
年
、唐
代
敦
煌
壁
画
の
各
変
相
図
に
つ
い
て
は
、夥
し
い
量
の
研
究
進
展
が
あ
っ

た
。
ポ
ー
ル
・
ペ
リ
オ
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
た
敦
煌
の
壁
画⑧
を
、
変
相
図
の
各
主
題

ご
と
に
分
類
し
、
そ
の
図
像
を
特
定
し
た
松
本
榮
一
『
燉
煌
画
の
研
究　

図
像
篇
』

（
東
方
文
化
学
院
東
京
研
究
所
、
一
九
三
七
年
）
以
来
、
変
相
図
研
究
の
進
展
や
蓄
積
が
、

例
え
ば
、
敦
煌
研
究
院
編
『
敦
煌
石
窟
全
集
』
全
二
六
巻
（
商
務
印
書
館
、
一
九
九
九

〜
二
〇
〇
五
年
）
の
刊
行
と
い
っ
た
形
で
結
実
し
、
そ
う
し
た
基
礎
資
料
の
充
実
お
よ

び
経
典
と
の
照
合
作
業
の
精
緻
化
が
、
従
来
の
解
釈
に
再
検
討
を
促
す
契
機
と
も

な
っ
た⑨
。
す
な
わ
ち
、
八
世
紀
初
頭
頃
よ
り
以
降
の
敦
煌
莫
高
窟
で
は
「
仏
頂
尊
勝

陀
羅
尼
経
変
」「
金
剛
経
変
」「
十
輪
経
変⑩
」
な
ど
、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
り
も

豊
富
な
主
題
に
よ
っ
て
、
大
画
面
変
相
図
の
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
研
究
の
進
展
を
受
け
、
今
、
我
々
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
、
大
画
面
変
相
図
の
展
開
に
つ
い
て
の
問
い
直
し
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
重
要

な
発
展
段
階
と
さ
れ
る
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
前
半
に
お
い
て
、
従
来
は
変
文
と

の
対
応
が
一
部
の
変
相
図
で
注
目
さ
れ
て
き
た
に
過
ぎ
ず⑪
、
大
画
面
変
相
図
全
般
に

わ
た
る
分
析
と
し
て
は
、
山
水
表
現
以
外
に
は
、
ま
だ
乏
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い⑫
。
こ
こ
で
は
、
主
題
の
異
な
る
変
相
図
を
見
渡
し
つ
つ
、
と
く
に
八
世
紀
初
頭
頃

の
大
画
面
変
相
図
の
新
展
開
の
実
態
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
そ
の
主
た
る
考

察
の
対
象
は
敦
煌
莫
高
窟
の
第
二
一
七
窟
で
あ
る
。

初
唐
末
期
に
お
け
る
大
画
面
変
相
図
の
新
展
開

―
敦
煌
莫
高
窟
第
二
一
七
窟
壁
画
を
中
心
に

―

西　

林　

孝　

浩
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第
二
一
七
窟
を
検
討
の
中
心
に
据
え
る
主
な
理
由
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
、
こ

の
窟
の
主
室
内
部
の
壁
画
に
つ
い
て
、
山
水
表
現
の
様
式
と
供
養
人
題
記
を
主
な
根

拠
と
し
て
、
そ
の
制
作
時
期
が
八
世
紀
初
頭
に
ほ
ぼ
確
定
で
き
る
た
め
、
敦
煌
壁
画

様
式
を
検
討
す
る
際
の
基
準
作
例
で
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
主
室
内
部
の
西
壁

下
段
の
供
養
人
題
記
に
は
「
陰
嗣
玉
」
な
ど
、
敦
煌
の
名
族
た
る
陰
氏
の
系
譜
の
な

か
で
も
「
嗣
」
を
と
も
な
っ
た
名
が
複
数
記
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
敦
煌
文
書
の
う

ち
、
八
世
紀
初
頭
の
編
纂
と
さ
れ
る
『
敦
煌
名
族
志
』
に
、
陰
稠
の
次
子
「
仁
果
」

の
第
四
子
と
し
て
「
嗣
玉
」
が
記
録
さ
れ
る
他
、
陰
稠
の
長
子
「
仁
幹
」
の
第
三
子

「
嗣

」
や
、
第
四
子
「
仁
希
」
の
次
子
「
嗣
瑗
」
な
ど
が
記
録
さ
れ
る
こ
と
や
、
こ

の
う
ち
「
嗣
瑗
」
は
、
北
京
図
書
館
蔵
敦
煌
写
経
の
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
』
に
記

さ
れ
た
景
龍
二
年
（
七
〇
八
）
跋
文
に
も
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
「
嗣

」

の
兄
と
見
ら
れ
る
「
嗣
鑒
」
の
名
が
、
敦
煌
文
書
の
う
ち
『
沙
州
図
経
』（
原
本
は

六
七
六
〜
六
九
五
年
成
立
）
に
お
い
て
天
授
二
年
（
六
九
一
）
に
祥
瑞
を
目
撃
し
た
人
物

と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
と
関
連
す
る
と
見
ら
れ
、
こ
う
し
た
七
世
紀
末

〜
八
世
紀
初
頭
の
敦
煌
文
書
の
記
録
が
、
八
世
紀
前
半
と
い
う
様
式
の
み
に
基
づ
く

判
断
と
矛
盾
せ
ず
、
む
し
ろ
壁
画
の
制
作
時
期
の
絞
り
込
み
に
有
効
と
判
断
さ
れ
て

き
た
の
で
あ
る⑬
。
こ
の
見
解
は
現
在
で
も
有
効
で
あ
り
、
本
研
究
で
も
こ
れ
を
支
持

す
る
立
場
を
と
る
。
二
つ
目
の
理
由
は
、
こ
の
主
室
内
部
の
大
画
面
変
相
図
が
、
ま

さ
に
豊
富
な
主
題
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
西
方
浄
土
変
」「
法
華
経
変
」

に
加
え
て
、
近
年
の
研
究
に
よ
っ
て
、「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
変⑭
」「
金
剛
経
変⑮
」
の

敦
煌
に
お
け
る
最
初
期
の
作
例
が
確
認
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
ら
が
、
こ
の
窟
の
造
営

と
同
時
期
に
す
べ
て
描
か
れ
た
と
看
做
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
異
な
っ
た
主
題
の
大
画

面
変
相
図
相
互
の
連
関
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
相
応
し

い
た
め
で
あ
る
。

そ
の
手
続
き
と
し
て
、
ま
ず
第
一
章
で
は
、
第
二
一
七
窟
主
室
の
概
要
お
よ
び
保

存
状
態
と
様
式
的
位
置
づ
け
を
確
認
す
る
。
第
二
章
で
は
、
西
龕
天
井
と
南
壁
変
相

図
に
共
通
す
る
中
尊
如
来
の
図
像
の
由
来
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。第
三
章
で
は
、

主
室
内
の
四
つ
の
変
相
図
に
共
通
す
る
場
面
描
写
の
方
向
性
に
注
目
し
、
単
な
る
経

典
の
図
像
化
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
の
時
期
の
変
相
図
制
作
に
お
け
る
共
通
の
意
識
を

探
る
こ
と
と
す
る
。
最
後
に
、
そ
れ
ら
手
続
き
を
経
て
確
認
さ
れ
た
変
相
図
の
有
り

様
を
、
同
時
代
の
中
原
に
お
け
る
仏
教
美
術
を
踏
ま
え
た
地
点
か
ら
照
射
し
て
み
た

い
。

一　

第
二
一
七
窟
の
概
要
と
保
存
状
態
、
お
よ
び
壁
画
の
様
式

ま
ず
第
二
一
七
窟
主
室
内
の
壁
画
・
塑
像
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
主
室
は

奥
行
き
五
ｍ
、
幅
五
・
一
ｍ
の
、
平
面
が
ほ
ぼ
正
方
形
と
な
る
よ
う
に
掘
り
出
さ
れ
た

方
形
窟
で
あ
る⑯
。
壁
面
約
三
・
五
ｍ
の
高
さ
か
ら
上
方
に
伏
斗
式
の
窟
頂
を
形
成
し
、

そ
こ
に
千
仏
表
現
を
充
填
し
た
上
で
、
中
央
部
分
は
宝
相
華
の
藻
井
と
す
る
。
出
入

り
口
と
な
る
東
壁
に
は
、
観
世
音
菩
薩
普
門
品
を
主
体
と
し
た
「
法
華
経
変
」（
図

1
）、
北
壁
に
は
「
西
方
浄
土
変
」（
図
2
）、
南
壁
に
は
「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
変
」

（
図
3
）が
そ
れ
ぞ
れ
壁
面
全
体
に
わ
た
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
奥
と
な
る
西
壁
に
は
、

最
大
幅
三
・
四
ｍ
、
奥
行
き
二
・
一
ｍ
、
高
さ
二
・
四
ｍ
と
な
る
龕
を
穿
ち
、
龕
内
の
天

井
に
は
「
金
剛
経
変
」（
図
4
）
が
描
か
れ
る
。
龕
内
の
中
央
に
は
塑
造
の
如
来
坐
像

が
配
さ
れ
て
い
る
。
龕
内
の
壁
面
は
、
中
尊
塑
像
如
来
の
左
右
に
、
四
躰
ず
つ
仏
弟

子
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
外
側
に
は
、
左
右
各
三
ず
つ
菩
薩
像
が
描
か
れ
て
い

る
。
更
に
頭
光
が
左
右
に
各
三
ず
つ
描
か
れ
る
が
、
そ
の
手
前
の
塑
像
は
現
状
す
べ

て
失
わ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
中
尊
の
如
来
を
囲
む
よ
う
に
十
大
弟
子
が
あ
ら
わ
さ
れ

て
い
た
な
ら
ば
、中
尊
に
近
い
頭
光
の
位
置
に
は
、塑
造
に
よ
る
仏
弟
子
の
立
像
（
阿

難
お
よ
び
迦
葉
像
）
が
配
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
龕
の
外
側
に
は
西
壁
左
右
に

各
一
躰
の
菩
薩
立
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
下
に
は
高
さ
一
ｍ
、
幅
〇
・
八
ｍ
、
奥

行
き
〇
・
九
ｍ
の
方
形
台
座
が
左
右
の
壁
面
へ
と
せ
り
出
す
よ
う
に
彫
り
出
さ
れ
て
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い
る
。
ま
た
西
壁
の
龕
下
部
分
に
は
、
供
養
人
も
描
か
れ
て
い
る
。

次
に
壁
画
の
保
存
状
態
で
あ
る
が
、
窟
頂
西
面
の
千
仏
表
現
の
大
半
お
よ
び
西
龕

天
井
の
向
か
っ
て
左
（
南
）
半
分
が
、
下
地
も
含
め
て
剥
落
し
て
い
る
。
こ
の
龕
内

天
井
に
つ
い
て
は
セ
ル
ゲ
イ
・
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
の
一
九
一
四
年
調
査
時
の
写
真
で

も
、
岩
面
が
露
出
し
た
状
態
が
確
認
で
き
る⑰
。
ま
た
、
龕
内
の
両
端
に
、
菩
薩
坐
像

の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
台
座
の
み
、
残
さ
れ
て
い
た
が⑱
、
現
状
、
こ
れ
ら
二
つ
の
台

座
は
全
て
取
り
払
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
天
井
の
剥
落
部
分
に
は
、
現
在
、
岩
面
を
覆

う
補
修
が
行
わ
れ
て
い
る
。

東
壁
の
入
り
口
左
右
は
、
も
と
の
壁
画
に
重
な
る
よ
う
に
し
て
、
下
地
を
つ
く
り
、

そ
の
上
層
に
五
代
時
期
と
見
ら
れ
る
供
養
者
（
南
側
）
と
羅
漢
像
（
北
側
）
が
描
か
れ

て
い
る
。
こ
の
様
子
は
ペ
リ
オ
の
一
九
〇
八
年
調
査
時
の
写
真⑲
で
も
確
認
で
き
る
。

甬
道
天
井
に
も
晩
唐
か
ら
五
代
と
み
ら
れ
る
変
相
図
が
描
か
れ
、
と
り
わ
け
出
入
り

口
部
分
は
、
五
代
ま
で
に
一
定
規
模
の
補
修
が
加
わ
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
南
壁

「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
変
」、
北
壁
「
西
方
浄
土
変
」
お
よ
び
東
壁
「
法
華
経
変
」
の

下
端
部
分
は
、
現
状
、
そ
の
多
く
が
剥
落
し
て
い
る
。
ぺ
リ
オ
や
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ

の
写
真
で
は
そ
れ
が
比
較
的
少
な
く
、
変
相
図
全
体
の
様
子
を
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
出
来
る
。

な
お
以
前
に
拙
論
で
も
言
及
し
た
が⑳
、
南
・
北
・
東
壁
の
仏
菩
薩
の
光
背
お
よ
び

著
衣
の
一
部
に
認
め
ら
れ
る
、も
と
の
輪
郭
線
を
無
視
し
た
緑
青
系
の
ベ
タ
塗
り
（
図

5
）
は
、
制
作
当
初
の
彩
色
か
否
か
は
検
討
を
要
す
る
。
唐
代
の
光
背
表
現
は
、
背

後
が
透
け
る
よ
う
に
同
心
円
状
の
二
重
な
い
し
三
重
に
な
る
輪
郭
線
で
描
か
れ
る
こ

と
が
多
く
、
ま
た
透
明
で
な
い
場
合
で
も
、
単
独
色
の
ベ
タ
塗
り
の
み
と
す
る
の
で

は
な
く
、
紺
・
朱
・
緑
を
同
心
円
状
に
組
み
合
わ
せ
た
り
、
最
外
縁
を
白
等
で
縁
取

る
表
現
、
ま
た
場
合
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
内
側
を
宝
相
華
文
で
充
填
す
る
表
現
な
ど

が
通
常
で
あ
る
。
光
背
表
現
の
保
存
状
態
が
良
い
例
と
し
て
は
、
西
壁
龕
内
の
「
金

剛
経
変
」
が
あ
げ
ら
れ
、
他
の
窟
で
は
、
第
三
二
八
窟
西
龕
天
井
の
説
法
図
、
ま
た

敦
煌
出
土
で
現
在
は
大
英
博
物
館
の
所
蔵
に
な
る
「
如
来
立
像
繍
仏
」（
八
世
紀
）、敦

煌
以
外
の
作
例
で
は
、
唐
代
七
〜
八
世
紀
と
さ
れ
る
奈
良
国
立
博
物
館
「
刺
繍
釈
迦

如
来
説
法
図
」（
図
35
）
な
ど
が
参
考
に
な
ろ
う㉑
。
こ
れ
ら
に
比
べ
る
と
、
先
の
緑
青

系
の
ベ
タ
塗
り
は
、
そ
の
粗
雑
さ
も
含
め
、
同
一
の
作
業
方
針
に
則
っ
た
と
は
考
え

に
く
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ベ
タ
塗
り
は
、
ペ
リ
オ
や
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
の
写
真

段
階
で
確
認
で
き
、
晩
唐
か
ら
五
代
・
宋
に
か
け
て
の
敦
煌
壁
画
に
も
見
受
け
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
か
か
る
時
期
に
、
第
二
一
七
窟
を
含
め
、
部
分
的
な
壁
画
修
繕
が
実

施
さ
れ
た
こ
と
を
想
定
す
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い㉒
。
た
だ
し
、
仏
菩
薩
像
等
の
輪
郭

線
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
当
初
の
形
状
を
留
め
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

次
に
様
式
的
検
討
と
し
て
、
と
く
に
菩
薩
像
の
顔
貌
を
象
る
輪
郭
線
を
確
認
し
て

お
き
た
い
。
南
壁
「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
変
」、
北
壁
「
西
方
浄
土
変
」、
西
龕
天
井

「
金
剛
経
変
」
の
中
央
説
法
図
に
付
随
す
る
菩
薩
像
は
、か
な
り
近
接
し
た
造
形
感
覚

を
も
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
顔
貌
表
現
の
四
分
の
三
側
面
観
は
、
頬
か
ら
頤
に
か
け

て
の
輪
郭
線
を
、
や
や
四
角
張
っ
た
楕
円
状
に
形
成
し
、
そ
の
内
側
に
小
顎
の
括
り

線
を
配
置
す
る
タ
イ
プ
（
図
6
）
と
、
頬
か
ら
頤
に
か
け
て
の
輪
郭
線
に
、
小
顎
の
括

り
線
が
接
す
る
か
、
そ
こ
か
ら
前
方
へ
や
や
突
出
さ
せ
、
頬
の
輪
郭
線
も
わ
ず
か
に

撓
ま
せ
る
こ
と
で
、全
体
と
し
て
メ
リ
ハ
リ
を
も
た
せ
る
タ
イ
プ
（
図
7
）
と
を
混
在

さ
せ
る
点
で
共
通
す
る
。
こ
れ
ら
は
貞
観
十
六
年
（
六
四
二
）
の
第
二
二
〇
窟
に
も
確

認
さ
れ
、
敦
煌
の
七
世
紀
半
ば
頃
か
ら
の
様
式
を
引
き
継
い
で
い
る
と
見
な
せ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
東
壁
「
法
華
経
変
」
出
入
り
口
の
上
の
説
法
図
は
、
菩
薩
像
の
四
分

の
三
側
面
観
に
お
い
て
、
小
顎
の
括
り
線
が
、
頬
か
ら
頤
に
か
け
て
の
輪
郭
線
か
ら

大
き
く
突
き
出
す
よ
う
に
あ
ら
わ
さ
れ
、
ま
た
、
頬
か
ら
頤
の
輪
郭
線
が
円
に
近
い

曲
線
を
描
く
よ
う
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
で
、面
貌
の
横
幅
を
広
く
あ
ら
わ
し
て
お
り
、

結
果
的
に
他
の
壁
面
に
見
ら
れ
た
菩
薩
の
顔
貌
に
比
べ
、
豊
満
な
印
象
を
与
え
て
い

る
（
図
8
）。
つ
ま
り
、
菩
薩
像
の
様
式
が
、
東
壁
変
相
図
と
他
の
壁
面
の
変
相
図
と

で
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
東
壁
の
菩
薩
の
顔
貌
表
現
は
、
窟
内
の
変
相
図
以
外
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で
は
、
西
壁
南
側
つ
ま
り
龕
の
外
側
の
菩
薩
立
像
（
観
音
菩
薩
と
み
ら
れ
る
）
が
、
や

や
近
似
す
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
他
の
窟
で
は
、
第
三
二
一
窟
南
壁
「
十
輪

経
変
」（
図
9
）
や
第
三
二
八
窟
西
龕
天
井
の
説
法
図
、
第
三
三
四
窟
西
龕
天
井
の
説

法
図
な
ど
、
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
前
半
頃
と
み
ら
れ
る
壁
画
に
確
認
で
き
る
。
こ

こ
で
、
比
較
作
例
と
し
て
、
中
原
地
域
の
墓
葬
美
術
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
章
懐

太
子
墓
（
七
〇
六
〜
七
一
一
年
、
図
11
）、
韋

墓
（
七
〇
八
年
、
図
12
）
の
壁
画
仕
女
図

な
ど
八
世
紀
初
期
の
も
の
が
、
先
に
み
た
第
二
一
七
窟
東
壁
の
菩
薩
像
の
顔
貌
表
現

と
、
小
顎
が
突
出
す
る
点
や
、
円
形
に
近
い
頬
か
ら
頤
の
輪
郭
線
と
い
っ
た
特
徴
を

共
有
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。
中
原
地
域
の
唐
代
墓
葬
壁
画
に
お
い
て
、

こ
う
し
た
表
現
は
、
新
城
長
公
主
墓
（
六
六
三
年
、
図
10
）
や
李
鳳
墓
（
六
七
五
年
）
な

ど
、
六
六
〇
〜
六
七
〇
年
代
頃
に
は
、
顕
著
と
は
言
え
ず
、
ま
た
、
李
邕
墓
（
七
二
七

年
、
図
13
）
な
ど
開
元
年
間
（
七
一
三
〜
七
四
一
年
）
以
降
の
、
頤
が
下
方
向
へ
と
著
し

く
弛
緩
し
た
輪
郭
線
ま
で
は
至
ら
ぬ
、過
渡
期
的
な
造
形
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う㉓
。

こ
う
し
た
敦
煌
の
菩
薩
像
と
中
原
の
仕
女
図
の
比
較
に
は
、
限
界
も
あ
る
。
敦
煌
の

八
世
紀
以
降
の
菩
薩
像
に
は
、
開
元
年
間
以
降
の
中
原
の
仕
女
図
に
み
る
頤
の
極
端

に
弛
緩
し
た
描
写
が
、
積
極
的
に
採
用
さ
れ
た
と
は
言
い
難
く
、
お
互
い
に
全
く
同

じ
造
形
展
開
を
辿
っ
て
い
っ
た
と
は
看
做
せ
な
い
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
少
な
く

と
も
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
初
期
に
限
っ
た
場
合
に
は
、
互
い
に
類
似
し
た
方
向

性
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、第
二
一
七
窟
東
壁
の
様
式
は
、

同
時
代
の
最
新
の
中
原
に
お
け
る
人
物
描
写
を
採
用
し
て
い
る
と
す
れ
ば㉔
、
他
の
壁

面
か
ら
遅
れ
る
時
代
の
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
他
の
壁
面
と
同
時
代
で
あ
る
と

言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
想
定
は
、
例
え
ば
、
こ
の
窟
の
壁
画
を
特
色
づ
け
る
、

菩
薩
頭
部
の
天
冠
台
装
飾
に
鋸
歯
状
の
文
様
を
朱
と
緑
青
系
で
塗
り
分
け
る
と
い
う

細
部
意
匠
が
、
東
壁
の
み
な
ら
ず
他
の
三
つ
の
壁
面
で
も
共
有
さ
れ
て
い
る
点
か
ら

も
裏
付
け
ら
れ
る
し
、
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
変
相
図
と
し
て
新
し
い
主
題
を

採
用
す
る
と
い
う
、
こ
の
第
二
一
七
窟
全
体
の
先
進
性
と
い
う
性
格
か
ら
も
裏
付
け

ら
れ
よ
う
。二　

変
相
図
に
お
け
る
中
尊
如
来
像

第
二
一
七
窟
西
龕
天
井
「
金
剛
経
変
」
お
よ
び
南
壁
の
「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
変
」

の
中
尊
は
釈
迦
如
来
像
（
図
14
・
図
15
）
で
あ
る
が
、
印
相
に
つ
い
て
は
、
右
手
第

一
・
第
二
指
を
捻
じ
、
左
手
第
一
・
第
三
指
を
捻
じ
、
両
手
を
わ
ず
か
に
前
後
に
重

ね
る
転
法
輪
印
で
あ
る
点
、
坐
勢
に
つ
い
て
は
、
蓮
華
座
上
で
右
脚
を
上
に
す
る
結

跏
趺
坐
で
あ
る
点
、
著
衣
形
式
に
つ
い
て
は
、
右
肩
を
完
全
に
露
出
す
る
偏
袒
右
肩

と
し
、
左
肩
に
か
か
る
大
衣
の
内
側
に
そ
の
下
層
を
一
部
見
せ
る
点
、
ま
た
、
下
半

身
で
は
、
大
衣
の
下
縁
お
よ
び
そ
の
下
層
の
衣
（
裙
で
あ
ろ
う
）
の
下
縁
が
、
結
跏
趺

坐
し
た
脚
部
の
足
首
近
く
で
二
段
に
わ
た
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
る
点
、
体
躯
の
輪
郭
線

が
、
ウ
エ
ス
ト
を
引
き
締
め
、
右
上
膊
お
よ
び
右
脇
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
空
間
を

広
く
と
る
点
、
面
貌
表
現
が
、
比
較
的
面
長
で
、
髪
際
線
を
逆
Ｕ
字
条
と
す
る
こ
と

で
額
部
分
を
広
く
確
保
す
る
点
と
い
っ
た
よ
う
に
、
同
一
粉
本
の
想
定
が
可
能
な
ほ

ど
、
両
者
互
い
に
酷
似
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
変
相
図
に
お
け
る
小
場
面
に
複
数

回
に
わ
た
っ
て
登
場
す
る
釈
迦
如
来
像
で
は
、そ
も
そ
も
著
衣
形
式
が
異
な
る
な
ど
、

全
く
と
言
っ
て
良
い
ほ
ど
採
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
あ
く
ま
で
変
相
図
の
中
尊
と
し
て

意
識
さ
れ
た
図
像
と
言
え
る㉕
。
な
お
、
第
一
〇
三
窟
北
壁
「
西
方
浄
土
変
」
の
中
尊

す
な
わ
ち
阿
弥
陀
如
来
像
（
図
16
）
も
こ
れ
に
酷
似
し
、同
窟
南
壁
「
仏
頂
尊
勝
陀
羅

尼
経
変
」
中
尊
の
釈
迦
如
来
像
（
図
17
）
に
も
、左
前
膊
に
か
か
る
衣
端
の
処
理
を
省

略
し
、
両
手
を
前
後
に
重
ね
な
い
以
外
は
、
ほ
ぼ
同
じ
も
の
と
し
て
確
認
で
き
る
。

こ
の
第
一
〇
三
窟
に
お
い
て
も
、
第
二
一
七
窟
と
同
様
に
小
場
面
で
採
用
さ
れ
て
い

な
い
点
は
、か
か
る
図
様
の
中
尊
と
し
て
の
意
識
を
補
強
す
る
材
料
と
な
り
う
る
し
、

そ
の
影
響
力
の
強
さ
も
予
測
さ
せ
る
。

更
に
他
の
窟
に
、
類
似
の
図
像
を
求
め
て
み
る
と
、
確
認
で
き
る
だ
け
で
も
、
第
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三
三
四
窟
北
壁
「
西
方
浄
土
変
」
の
中
尊
（
図
18
）
が
、左
肩
の
大
衣
下
層
表
現
を
除

け
ば
先
の
像
に
近
く
、
ま
た
、
第
三
二
一
窟
南
壁
「
十
輪
経
変
」
の
中
尊
（
図
19
）、

二
〇
五
窟
北
壁
説
法
図
の
中
尊
（
図
20
）
や
、第
一
二
四
窟
北
壁
「
西
方
浄
土
変
」
の

中
尊
な
ど
も
、
腹
前
の
著
衣
の
処
理
や
裳
裾
の
表
現
な
ど
を
変
え
つ
つ
も
そ
こ
か
ら

派
生
し
た
図
像
と
見
な
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
前

半
の
変
相
図
の
中
尊
と
し
て
、
か
か
る
図
像
が
一
定
数
出
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
右
肩
を
完
全
に
露
出
さ
せ
る
如
来
坐
像
は
、
例
え
ば
、
ボ
ス
ト
ン
美

術
館
所
蔵
に
な
る
隋
の
開
皇
一
三
年
（
五
九
三
）
銘
の
阿
弥
陀
諸
尊
像
や
、更
に
遡
っ

て
、
山
東
省
青
州
龍
興
寺
址
出
土
の
北
斉
時
代
の
如
来
像
な
ど
に
も
見
受
け
ら
れ
る

が
、
そ
の
う
ち
転
法
輪
印
で
結
跏
趺
坐
す
る
唐
代
以
前
の
像
は
、
北
斉
時
期
と
見
ら

れ
る
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
大
学
博
物
館
の
石
像
基
台
の
側
面
に
線
刻
さ
れ
た
釈
迦
如

来
像㉖
を
除
い
て
管
見
に
お
よ
ば
ず
、
ま
た
両
肩
を
強
く
左
右
に
張
り
出
し
た
第

二
一
七
窟
な
ど
の
造
形
と
、
な
で
肩
な
印
象
を
与
え
る
北
斉
〜
隋
の
仏
像
と
の
様
式

的
懸
隔
は
大
き
く
、
第
二
一
七
窟
と
合
致
す
る
作
例
を
見
い
だ
す
の
は
難
し
い
。
唐

代
の
作
例
と
し
て
は
、長
安
四
年
（
七
〇
四
）
の
再
建
時
の
も
の
と
み
ら
れ
る
慈
恩
寺

大
雁
塔
楣
石
線
刻
画㉗
南
面
の
如
来
像
（
図
21
）
が
、著
衣
形
式
を
右
肩
露
出
の
偏
袒
右

肩
と
し
、
左
肩
で
大
衣
の
下
層
を
見
せ
る
点
な
ど
が
近
い
け
れ
ど
も
、
胸
前
で
な
く

腹
前
で
転
法
輪
印
を
と
り
、
ま
た
結
跏
趺
坐
と
し
な
い
な
ど
不
一
致
な
点
も
多
い
。

右
肩
を
露
出
す
る
敦
煌
の
初
例
と
し
て
は
、貞
観
十
六
年
（
六
四
二
）
銘
を
も
つ
第

二
二
〇
窟
東
壁
「
維
摩
経
変
」
上
方
の
三
仏
の
う
ち
北
側
の
如
来
坐
像
（
図
22
）
が
あ

げ
ら
れ
る㉘
。
し
か
し
、
第
二
一
七
窟
と
異
な
る
点
も
多
く
、
著
衣
形
式
で
は
、
左
肩

を
覆
う
大
衣
が
、
右
脇
か
ら
斜
め
に
か
か
ら
ず
、
腹
前
か
ら
垂
直
に
立
ち
上
が
っ
て

お
り
、
ま
た
、
左
手
が
下
方
で
踵
に
掌
を
あ
て
る
印
相
で
あ
り
、
足
も
結
跏
趺
坐
と

し
な
い㉙
。
ま
た
、
第
三
二
二
窟
東
門
上
の
説
法
図
中
尊
も
第
二
二
〇
窟
に
近
い
時
期

の
可
能
性
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
印
相
が
異
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
第
二
一
七
窟
の

よ
う
な
如
来
像
は
、
第
二
二
〇
窟
よ
り
も
遅
れ
る
、
八
世
紀
初
頭
前
後
頃
か
ら
、
敦

煌
に
お
い
て
頻
出
し
始
め
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。

こ
の
図
像
を
採
用
す
る
中
尊
如
来
像
の
尊
格
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
が
判
明
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
変
」
や
「
金
剛
経
変
」、「
十

輪
経
変
」
で
あ
れ
ば
、
先
行
研
究
の
成
果
か
ら
明
ら
か
に
釈
迦
如
来
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
一
定
数
は
そ
れ
と
確
定
で
き
る
が
、
複
数
例
確
認
で
き
て
い
る
「
西
方
浄
土

変
」
で
は
、
そ
の
中
尊
は
阿
弥
陀
如
来
と
い
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
か
か
る
図
像
を

釈
迦
如
来
に
限
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、各
変
相
図
の
基
づ
い
た
経
典
に
、

偏
袒
右
肩
と
い
っ
た
如
来
の
著
衣
形
式
に
つ
い
て
記
述
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
中
国
に
お
い
て
敦
煌
以
外
の
作
例
に
類
例
を
見
い
だ
す
の
は
難
し

い
が
、
こ
の
右
肩
を
完
全
露
出
す
る
偏
袒
右
肩
で
、
転
法
輪
印
を
と
り
右
脚
を
上
に

し
て
結
跏
趺
坐
す
る
如
来
像
の
図
像
の
類
例
を
、
イ
ン
ド
に
求
め
た
場
合
、
グ
プ
タ

時
代
末
期
か
ら
ポ
ス
ト
グ
プ
タ
時
代
の
西
イ
ン
ド
諸
石
窟
で
流
行
し
た
如
来
像
に
ほ

ぼ
一
致
す
る
。
例
え
ば
、
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
石
窟
の
後
期
造
営
窟
（
五
世
紀
半
ば
過
ぎ
〜

六
世
紀
）
に
お
い
て
は
、
第
一
窟
の
本
尊
、
第
四
窟
の
本
尊㉚
（
図
23
）、
第
六
窟
二
階

の
本
尊
、
第
一
七
窟
の
本
尊
（
図
24
）、
第
二
十
窟
の
本
尊
、
第
二
一
窟
の
本
尊
に
確

認
で
き
る㉛
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
手
先
の
一
部
が
欠
失
し
て
い
た
り
、
著
衣
の
表
現

が
不
明
瞭
な
が
ら
、
第
二
窟
の
本
尊
（
左
手
欠
）、
第
七
窟
の
本
尊
（
両
手
先
欠
）、
第

五
窟
前
廊
右
仏
堂
の
中
尊
、
第
六
窟
一
階
の
本
尊
（
左
手
欠
）、
第
十
一
窟
の
本
尊
な

ど
も
同
一
の
図
像
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
石
窟
に
お
け
る
こ
れ
ら

の
像
の
台
座
部
分
に
は
、
縦
方
向
の
車
輪
形
と
、
そ
れ
を
挟
む
よ
う
に
鹿
を
対
置
さ

せ
て
彫
刻
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、み
な
釈
迦
如
来
の
サ
ー
ル
ナ
ー
ト
（
鹿
野
苑
）
に
お
け

る
初
転
法
輪
を
主
題
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る32
。
と
り
わ
け
ア
ジ
ャ
ン

タ
ー
石
窟
の
後
期
造
営
窟
の
本
尊
如
来
坐
像
の
大
半
が
、
こ
の
主
題
と
図
像
を
採
用

し
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る33
。
さ
ら
に
偏
袒
右
肩
の
転
法
輪
印
結
跏
趺
坐
像
は
、
カ

ン
ヘ
ー
リ
ー
石
窟
、
ナ
ー
シ
ク
石
窟
な
ど
、
西
イ
ン
ド
の
他
の
六
世
紀
の
石
窟
に
も

複
数
例
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
も
そ
も
、
初
転
法
輪
に
転
法
輪
印
を
採
用
す
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る
図
像
は
グ
プ
タ
朝
サ
ー
ル
ナ
ー
ト
で
成
立
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り34
、
従

来
、
初
転
法
輪
の
作
例
と
し
て
は
、
サ
ー
ル
ナ
ー
ト
考
古
博
物
館
の
作
例
が
と
り
あ

げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
は
著
衣
が
通
肩
で
あ
ら
わ
さ
れ
、
そ
の
形
式

こ
そ
が
初
転
法
輪
の
規
範
図
像
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。
し

か
し
、
偏
袒
右
肩
の
同
主
題
作
例
も
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
相
当
数
流
布
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
イ
ン
ド
で
よ
く
知
ら
れ
た
図
像
が
、
唐
代
の
中
国
に
お
い
て
、
急
速
に

広
ま
っ
た
契
機
と
し
て
、
ま
ず
射
程
に
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
玄
奘
に
よ
る
仏

像
七
躯
の
請
来
で
あ
ろ
う
。『
大
唐
西
域
記
』の
記
載
に
よ
り
つ
つ
請
来
仏
像
を
列
挙

す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

金
仏
像
一
躯
。
通
光
座
高
尺
有
六
寸
。
擬
摩
掲
陀
国
前
正
覚
山
龍
窟
影
像
。

金
仏
像
一
躯
。
通
光
座
高
三
尺
三
寸
。
擬
婆
羅

斯
国
鹿
野
苑
初
転
法
輪
像
。

刻
檀
仏
像
一
躯
。
通
光
座
高
尺
有
五
寸
。
擬
憍
賞
弥
国
出
愛
王
思
慕
如
来
刻
檀
写
真
像
。

刻
檀
仏
像
一
躯
。
通
光
座
高
二
尺
九
寸
。
擬
劫
比
他
国
如
来
自
天
宮
降
履
宝
階
像
。

銀
仏
像
一
躯
。
通
光
座
高
四
尺
。
擬
摩
掲
陀
国
鷲
峯
山
説
法
花
等
経
像
。

金
仏
像
一
躯
。
通
光
座
高
三
尺
五
寸
。
擬
那
掲
羅
曷
国
伏
毒
龍
所
留
影
像
。

刻
檀
仏
像
一
躯
。
通
光
座
高
尺
有
三
寸
。
擬
吠
舎
釐
国
巡
城
行
化
像35
。

こ
れ
ら
の
像
に
つ
い
て
は
、『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝36
』
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
玄
奘
が
貞

観
十
九
年
（
六
四
五
）
の
正
月
に
長
安
に
戻
っ
た
直
後
に
長
安
朱
雀
門
南
で
他
の
請
来

品
と
も
ど
も
公
開
さ
れ
た
後
、街
西
の
修
徳
坊
の
弘
福
寺
に
安
置
さ
れ
る
。貞
観
二
二

年
（
六
四
八
）
に
は
、
街
東
の
晋
昌
坊
に
建
立
な
っ
た
大
慈
恩
寺
に
運
ば
れ
、
永
徽
五

年
（
六
五
四
）
に
は
同
寺
に
完
成
し
た
大
雁
塔
内
部
に
安
置
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、擬

憍
賞
弥
国
出
愛
王
思
慕
如
来
刻
檀
写
真
像
に
つ
い
て
は
、
憍
賞
弥
（
カ
ウ
シ
ャ
ー
ン

ビ
ー
）
国
の
出
愛
王
（
優
塡
王
）
が
、
忉
利
天
に
登
っ
て
不
在
で
あ
っ
た
釈
迦
を
思
慕

し
て
造
像
さ
せ
た
最
初
の
仏
像
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
の
模
像
で
あ
り
、
こ
れ
に
基
づ

い
て
、
七
世
紀
半
ば
以
降
、
龍
門
石
窟
な
ど
洛
陽
周
辺
に
お
い
て
活
発
な
造
像
が
み

ら
れ
る
こ
と
は
、
先
行
研
究
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
お
り
で
あ
る37
。
ま
た
、
摩

掲
陀
（
マ
ガ
ダ
）
国
の
鷲
峯
山
（
霊
鷲
山
）
説
法
法
花
（
華
）
等
経
像
に
つ
い
て
は
、八

世
紀
初
め
頃
、
恵
詳
が
記
し
た
『
弘
賛
法
華
伝
』
に
お
い
て
、
こ
の
玄
奘
将
来
像
が

唐
土
に
お
い
て
模
写
の
流
行
し
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
も
い
る38
。
唐
土
に
お
け
る
七
世

紀
か
ら
八
世
紀
の
イ
ン
ド
仏
像
ブ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
玄
奘
が
、
上
記
の
請
来
仏
像

以
外
に
も
、
仏
陀
伽
耶
の
降
魔
成
道
像
が
塼
仏
な
ど
で
も
た
ら
し
た
可
能
性
や
、
王

玄
策
や
義
浄
と
い
っ
た
イ
ン
ド
へ
の
遣
使
や
留
学
僧
な
ど
に
よ
っ
て
、
新
た
な
降
魔

成
道
像
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る39
。
し
か
し
、
初
転
法
輪
像
に
つ

い
て
は
、
現
在
知
ら
れ
る
限
り
に
お
い
て
は
こ
の
玄
奘
請
来
像
の
み
と
な
る
。
す
な

わ
ち
、
第
二
一
七
窟
な
ど
の
由
来
と
な
っ
た
像
と
い
う
の
は
、
玄
奘
が
持
ち
帰
っ
た

作
例
を
規
範
と
し
て
、
唐
土
に
お
い
て
急
速
に
展
開
し
て
い
た
可
能
性
が
想
定
で
き

る
の
で
あ
る40
。

た
だ
し
、
図
像
と
し
て
の
規
範
性
は
イ
ン
ド
に
求
め
る
こ
と
が
可
能
な
一
方
で
、

ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
石
窟
の
作
例
と
敦
煌
壁
画
の
作
例
で
は
、
様
式
の
相
違
点
が
看
取
さ

れ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
小
さ
な
肉
髻
や
張
り
出
し
た
両
肩
か
ら
上

膊
の
体
躯
表
現
な
ど
、
類
似
点
が
あ
る
一
方
で
、
坐
高
が
低
く
、
上
半
身
が
窮
屈
な

印
象
を
与
え
る
点
は
、
第
二
一
七
窟
な
ど
の
作
例
と
は
懸
隔
が
大
き
い
の
で
あ
る
。

絵
画
な
変
容
、
お
よ
び
敦
煌
に
至
る
ま
で
に
中
原
が
介
在
し
て
い
る
こ
と
を
差
し
引

い
て
も
、
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
像
が
玄
奘
将
来
の
直
接
の
原
本
だ
っ
た
と
は
や
は
り
考
え

に
く
い
。
従
っ
て
、
ま
ず
は
玄
奘
の
渡
印
と
同
時
期
の
イ
ン
ド
様
式
に
範
を
求
め
る

べ
き
で
あ
ろ
う41
。
一
方
、
玄
奘
の
留
学
先
で
あ
っ
た
ナ
ー
ラ
ン
ダ
ー
僧
院
に
は
、
七

世
紀
の
ス
ト
ゥ
ッ
コ
像
が
一
部
現
存
し
て
お
り
、
お
よ
そ
玄
奘
留
学
当
時
の
当
地
の

作
風
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
こ
で
は
、
偏
袒
右
肩
で
転
法
輪
印
を
と

る
結
跏
趺
坐
像
は
、
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
両
肩
を
左
右
に
張
り
出
し
、
ウ
エ
ス

ト
を
引
き
締
め
つ
つ
、
腋
下
の
空
間
を
充
分
に
確
保
す
る
様
式
が
第
二
一
七
窟
な
ど

と
類
似
す
る
の
み
な
ら
ず
、
大
衣
を
右
肩
で
一
段
ず
ら
し
、
内
側
の
衣
を
見
せ
、
両
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脚
部
に
裙
と
大
衣
の
下
縁
を
二
段
に
わ
た
っ
て
表
す
と
い
う
著
衣
表
現
の
細
部
に
至

る
ま
で
一
致
す
る
作
例
が
複
数
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
図
25
）。
坐
像
だ
け
を
確
認

す
る
と
、
両
脚
部
の
衣
の
線
は
、
単
に
襞
の
線
が
二
本
ず
つ
表
現
さ
れ
て
い
る
と
誤

解
を
与
え
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
ナ
ー
ラ
ン
ダ
ー
僧
院
の
ス
ト
ゥ
ッ
コ
製
如
来
像
の

立
像
で
は
、
殆
ど
が
裙
を
下
層
に
著
け
、
そ
の
上
層
に
大
衣
を
纏
う
よ
う
表
現
さ
れ

て
お
り
、
坐
像
の
脚
部
の
表
現
も
そ
れ
に
対
応
さ
せ
た
表
現
と
考
え
る
の
が
自
然
で

あ
ろ
う42
。
そ
も
そ
も
大
衣
の
内
側
に
裙
を
著
け
る
仏
像
表
現
は
、
グ
プ
タ
時
代
ま
で

の
仏
像
彫
刻
に
見
ら
れ
る
が
、
各
下
縁
を
明
瞭
に
二
段
に
分
け
て
表
現
す
る
の
は
多

く
の
場
合
、
立
像
で
あ
り
、
前
述
の
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
の
坐
像
の
作
例
で
は
、
一
七
窟

本
尊
な
ど
一
部
を
除
き
、
大
衣
の
下
縁
の
み
表
す
例
が
大
半
を
占
め
る
。
つ
ま
り
、

第
二
一
七
窟
な
ど
の
源
流
と
し
て
、
様
式
や
細
部
形
式
に
お
い
て
は
、
玄
奘
の
留
学

地
で
あ
っ
た
ナ
ー
ラ
ン
ダ
ー
の
彫
塑
作
例
な
ど
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
、偏
袒
右
肩
・

転
法
輪
印
・
結
跏
趺
坐
の
図
像
も
、
か
つ
て
摩
掲
陀
国
や
婆
羅

斯
国
と
い
っ
た
北

イ
ン
ド
地
域
に
流
布
し
て
い
た
可
能
性
を
想
定
し
て
お
く
方
が
、妥
当
だ
と
考
え
る43
。

以
上
、
検
討
し
て
き
た
結
果
、
第
二
一
七
窟
の
異
な
っ
た
二
種
の
変
相
図
に
共
通

す
る
如
来
像
は
、
イ
ン
ド
仏
像
に
範
を
と
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
、
玄
奘
請
来
像
に
も

と
づ
く
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
そ
し
て
敦
煌
で
は
八
世
紀
初
頭
頃
か
ら
盛
唐
期
に
か

け
て
、
そ
れ
に
類
似
す
る
図
像
が
流
行
し
続
け
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
変
相
図

と
言
え
ば
、
経
典
と
の
対
応
関
係
や
、
絵
画
作
品
と
し
て
の
構
図
が
従
来
は
主
た
る

検
討
対
象
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
イ
ン
ド
ブ
ー
ム
に
わ
く
七
〜
八
世
紀
の
中
原
仏
教

信
仰
と
対
応
す
る
時
期
の
敦
煌
の
変
相
図
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
規
範
性
を
も
つ

中
尊
の
採
用
も
重
要
な
構
成
要
素
と
み
な
す
こ
と
が
出
来
よ
う44
。

三　

変
相
図
に
お
け
る
序
文
・
序
段

次
に
、
第
二
一
七
窟
の
各
変
相
図
に
お
い
て
、
経
典
か
ら
図
像
化
す
る
際
に
目
指

さ
れ
た
共
通
の
方
向
性
に
注
目
し
て
み
た
い
。

ま
ず
奥
側
の
西
壁
龕
天
井
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
以
前
に
筆
者
が
「
金
剛
経
変
」
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た45
。
変
相
図
の
中
央
に
舎
衛
国
の
祇
樹
給
孤
独
園
（
祇
園
）

に
お
い
て
説
法
す
る
釈
迦
如
来
坐
像
お
よ
び
そ
れ
を
囲
む
菩
薩
像
を
大
き
く
あ
ら
わ

し
、
向
か
っ
て
右
側
は
、
経
典
の
冒
頭
に
説
か
れ
る
内
容
に
対
応
す
る
よ
う
に
、
最

上
段
か
ら
、祇
樹
給
孤
独
園
で
釈
迦
と
比
丘
が
揃
う
場
面
、そ
こ
か
ら
舎
衛
城
（
シ
ュ

ラ
ー
ヴ
ァ
ス
テ
ィ
ー
）
へ
と
向
か
い
、鉢
を
持
っ
て
乞
食
す
る
場
面
、祇
園
精
舎
に
戻
っ

た
場
面
（
こ
こ
で
食
事
が
行
わ
れ
る
）、食
後
に
洗
足
す
る
場
面
と
い
っ
た
一
連
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
忠
実
に
絵
画
化
し
て
い
る46
（
図
26
）。
つ
ま
り
、
釈
迦
に
よ
っ
て
教
え
が
語

ら
れ
る
（
そ
れ
は
画
面
中
央
の
説
法
図
に
対
応
す
る
）
そ
の
前
段
部
分
の
内
容
を
画
面
の

右
側
す
べ
て
に
充
て
て
い
る
の
で
あ
る
。「
金
剛
経
変
」
と
し
て
、第
二
一
七
窟
が
敦

煌
壁
画
の
最
古
例
で
あ
り
、
中
国
美
術
全
般
で
み
て
も
現
存
最
古
で
あ
る
可
能
性
が

極
め
て
高
い
。
こ
の
第
二
一
七
窟
を
含
め
現
在
の
と
こ
ろ
、『
金
剛
経
変
』
は
十
九
例

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

盛
唐

第
三
一
窟
南
壁

中
唐

（
七
八
〇
年
〜
八
世
紀
末

ま
た
は
九
世
紀
初
頭
）

第
一
一
二
窟
南
壁
、
第
一
五
〇
窟
南
壁

第
一
五
四
窟
東
壁
（
北
側
）、
第
一
九
八
窟
南
壁

中
唐

（
九
世
紀
〜
八
三
九
年
頃
）

第
一
四
四
窟
南
壁
、
第
一
四
五
窟
南
壁
、
第
一
四
七
窟
北
壁

第
二
三
六
窟
北
壁
、
第
二
四
〇
窟
北
壁
、
第
三
六
九
窟
南
壁

中
唐
（
八
四
〇
年
代
）

第
三
五
九
窟
南
壁
、
第
三
六
一
窟
南
壁
、
第
一
三
五
窟
東
壁

晩
唐
（
八
六
一
〜
八
六
五
年
）
第
一
五
六
窟
南
壁

晩
唐
（
八
六
二
〜
八
六
七
年
）
第
八
五
窟
南
壁

晩
唐
（
九
〇
〇
〜
九
一
〇
年
）
第
一
三
八
窟
南
壁

晩
唐

第
一
八
窟
北
壁

※
年
代
観
は
『
敦
煌
莫
高
窟
内
容
総
録
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
と
『
敦
煌
石

窟
全
集
11
楞
伽
経
画
巻
』（
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
三
年
）
で
異
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
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で
は
後
者
に
依
っ
て
い
る
。

第
三
一
窟
以
降
の
「
金
剛
経
変
」
に
つ
い
て
は
、
賀
世
哲
氏
の
研
究47
に
よ
っ
て
、
そ

の
経
典
と
変
相
図
の
対
応
関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
つ

つ
、
経
典
の
冒
頭
部
分
に
関
し
て
、
敦
煌
の
「
金
剛
経
変
」
に
ど
の
よ
う
に
あ
ら
わ

さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
祇
園
に
お
い
て
釈
迦
が
比
丘
と
と
も
に

集
う
場
面
は
、
第
三
一
、
第
一
一
二
、
第
一
五
〇
、
第
一
四
四
、
第
三
五
九
、
第

三
六
一
、
第
一
五
六
、
第
八
五
窟
な
ど
多
く
の
「
金
剛
経
変
」
に
確
認
で
き
る48
。
ま

た
舎
衛
城
で
の
乞
食
は
、
第
三
一
（
図
27
）、
第
一
一
二
、
第
一
五
〇
、
第
一
五
四
、

第
一
九
八
、
第
一
四
四
、
第
一
四
五
、
第
二
三
六
、
第
三
五
九
、
第
三
六
一
、
第

一
五
六
、
第
八
五
、
第
一
三
八
窟
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
、
や
は
り
多
く
の
「
金
剛
経

変
」
に
あ
ら
わ
さ
れ
続
け
て
い
る
。
洗
足
も
同
様
に
、第
三
一
（
図
28
）、第
一
一
二
、

第
一
五
〇
、
第
一
九
八
、
第
一
四
七
、
第
三
五
九
、
第
三
六
一
、
第
一
五
六
、
第

八
五
、
第
一
三
八
窟
な
ど
に
確
認
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
八
世
紀
最
初
期
の
第
二
一
七

窟
以
降
、
晩
唐
に
至
る
ま
で
の
「
金
剛
経
変
」
に
は
、
最
古
例
の
第
二
一
七
窟
で
確

認
さ
れ
る
経
典
の
冒
頭
場
面
が
、ほ
ぼ
踏
襲
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し「
金

剛
経
変
」
の
片
側
全
て
を
冒
頭
の
場
面
に
充
て
る
点
で
第
二
一
七
窟
が
際
立
っ
て
い

る
。
他
の
「
金
剛
経
変
」
で
そ
れ
ら
が
占
め
る
の
は
変
相
図
全
体
の
六
分
の
一
程
度

も
し
く
は
そ
れ
以
下
の
区
画
に
過
ぎ
ず
、
起
塔
供
養
や
軽
賤
場
面
、
歌
利
王
本
生
な

ど
、
経
典
の
他
の
記
述
に
対
応
す
る
場
面
が
大
部
分
を
占
め
る
。
つ
ま
り
、
冒
頭
部

分
の
場
面
が
消
滅
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
変
相
図
に
占
め
る
割
合
が
、
後
の

変
相
図
で
は
著
し
く
減
少
す
る
わ
け
だ49
。
し
か
も
そ
れ
は
第
二
一
七
窟
に
継
ぐ
第

三
一
窟
（
図
29
）
の
段
階
で
、
す
で
に
急
速
に
冒
頭
部
分
の
小
型
化
が
進
ん
で
い
る
。

勿
論
、
こ
の
流
れ
は
、
盛
唐
の
作
例
に
な
れ
ば
、
経
典
の
記
述
に
忠
実
に
、
よ
り
多

く
の
場
面
を
絵
画
化
す
る
と
い
う
敦
煌
の
変
相
図
一
般
の
方
向
性
と
対
応
す
る
と
看

做
す
こ
と
も
可
能
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
龕
の
天
井
と
い
う
、
窟
内
の
他
の
壁

面
よ
り
も
狭
い
画
面
で
あ
る
こ
と
を
差
し
引
い
て
も
、
な
ぜ
冒
頭
部
分
の
み
を
、
複

数
の
場
面
に
分
け
て
詳
細
に
描
き
出
し
て
い
る
の
か
、
奇
妙
に
感
じ
ら
れ
る
の
も
事

実
な
の
で
あ
る
。
ま
た
第
二
一
七
窟
で
は
、
祇
園
が
、
も
と
は
祇
陀
太
子
の
園
林
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
す
た
め
か
、
広
葉
樹
の
樹
木
を
こ
と
さ
ら
強
調
し
て
、
中
央
説
法

図
の
背
景
に
描
き
こ
む
が
、
第
三
一
窟
以
降
は
背
後
に
山
岳
が
登
場
し
、
樹
木
表
現

は
控
え
め
に
な
る
こ
と
も
確
認
し
て
お
き
た
い50
。

続
い
て
南
壁
「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
変
」
を
と
り
あ
げ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
下

野
玲
子
氏
の
一
連
の
研
究51
に
よ
っ
て
、
こ
の
変
相
図
の
最
初
期
の
例
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
、
永
淳
二
年
（
六
八
三
）、
仏
陀
波
利
に
よ
り
訳
さ
れ
た
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼

経
』
と
の
対
応
関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
経
典
の
本
文
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
に
付
さ

れ
た
序
文
も
含
め
て
、
絵
画
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
変

相
図
の
向
か
っ
て
右
（
西
側
）
三
分
の
一
を
占
め
る
区
画
（
図
30
）
は
、
序
文
の
場
面

に
充
て
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
経
典
の
請
来
に
あ
た
っ
て
、
仏
陀
波
利
が
、
西
域
と
中

国
の
五
台
山
を
往
来
し
、
ま
た
長
安
に
お
い
て
漢
訳
し
た
経
緯
が
、
唐
代
以
前
と
は

比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
に
卓
越
し
た
山
水
表
現
を
交
え
つ
つ
活
写
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
こ
の
序
文
の
絵
画
化
に
際
し
て
は
、
そ

の
全
文
に
満
遍
な
く
対
応
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
序
の
後
半
、
地
婆
訶
羅
か
ら

陀
羅
尼
の
口
授
を
受
け
、
梵
本
と
の
校
合
を
行
っ
た
定
覚
寺
僧
志
静
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

や
、
仏
陀
波
利
と
と
も
に
漢
訳
に
あ
た
っ
た
僧
順
貞
の
消
息
な
ど
に
つ
い
て
は
、
全

く
絵
画
化
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
他
の
「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
変
」
に
つ
い
て
は
、

下
野
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
、
盛
唐
期
の
第
一
〇
三
窟
南
壁
、
中
唐
期
以
降
の
第
二
三

窟
、
第
三
一
窟
、
そ
し
て
宋
代
の
第
五
五
窟
、
第
四
五
四
窟
に
も
存
在
が
指
摘
さ
れ

て
い
る52
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
第
二
一
七
窟
に
や
や
遅
れ
る
盛
唐
期
の
第
一
〇
三
窟
南

壁
が
、
第
二
一
七
窟
と
構
図
も
近
似
し
、
第
二
一
七
窟
に
継
い
で
、
確
認
で
き
る
場

面
数
が
多
い
と
さ
れ
る
。
序
文
も
、
や
は
り
そ
の
前
半
部
分
が
、
第
一
〇
三
窟
南
壁

に
お
い
て
絵
画
化
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
中
唐
期
以
降
の
、第
二
三
窟
窟
頂
（
伏
斗
形
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初
唐
末
期
に
お
け
る
大
画
面
変
相
図
の
新
展
開

821

天
井
）
東
面
、
三
一
窟
窟
頂
（
伏
斗
形
天
井
）
東
面
お
よ
び
南
北
面53
で
は
、
序
文
部
分

は
簡
略
化
さ
れ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
第
二
一
七
窟
と
第
一
〇
三
窟
と
い
う
唐
代
前

半
期
の
作
例
に
限
っ
て
、
経
典
を
西
域
に
求
め
漢
訳
す
る
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
記

し
た
序
文
の
前
半
部
分
を
大
き
く
絵
画
化
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
経

典
の
記
述
を
数
多
く
盛
り
込
ん
だ
の
が
第
二
一
七
窟
で
あ
り
、
二
三
窟
や
三
一
窟
と

い
っ
た
後
代
の
変
相
図
で
は
、絵
画
化
さ
れ
る
場
面
が
減
少
す
る
よ
う
で
あ
る
か
ら
、

先
述
し
た
盛
唐
期
に
お
け
る
経
典
の
精
緻
な
絵
画
化
と
、
後
代
に
お
け
る
そ
の
省
略

化
と
い
う
、
一
般
的
傾
向
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
説
明
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
し

か
し
、「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
変
」
の
場
合
、
経
典
に
記
述
さ
れ
る
冒
頭
部
分
な
の
で

は
な
く
、
序
文
と
い
う
漢
訳
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
中
国
に
お
い
て
付
さ
れ
た
文
面
部

分
を
、
敢
え
て
変
相
図
に
と
り
こ
ん
だ
極
め
て
珍
し
い
事
例
で
あ
り54
、
し
か
も
、
イ

ン
ド
と
の
往
来
に
つ
い
て
言
及
す
る
序
文
の
前
半
部
分
の
み
を
と
り
あ
げ
て
い
る

点
、
そ
し
て
こ
の
変
相
図
の
初
例
が
第
二
一
七
窟
で
あ
る
と
い
う
点
に
留
意
し
て
お

き
た
い
。

続
い
て
北
壁
「
西
方
浄
土
変
」
を
見
て
み
よ
う
。
敦
煌
唐
代
の
西
方
浄
土
変
に
つ

い
て
は
、
大
西
磨
希
子
氏
の
詳
細
な
研
究
が
あ
り55
、
こ
の
第
二
一
七
窟
に
つ
い
て
は
、

と
く
に
そ
の
画
面
向
か
っ
て
右
（
東
側
）
の
十
六
観
の
図
様
を
、他
窟
の
西
方
浄
土
変

と
比
較
分
析
さ
れ
た
上
で
、こ
の
第
二
一
七
窟
が
、十
六
観
を
完
備
し
た
敦
煌
で
も
っ

と
も
早
期
の
例
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
あ
り
方
は
、
経
典
に
忠
実
に
十
六
観
図
を

順
次
積
み
重
ね
て
い
く
よ
り
も
、
自
然
景
描
写
な
ど
絵
画
的
な
志
向
を
踏
ま
え
た
、

よ
り
後
発
的
な
要
素
を
含
ん
で
い
る
と
い
っ
た
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
画

面
中
央
の
西
方
浄
土
を
挟
ん
で
向
か
っ
て
左
（
西
側
）、
す
な
わ
ち
十
六
観
と
相
対
す

る
位
置
に
は
、
上
段
に
大
き
く
如
来
の
説
法
図
、
そ
し
て
下
段
に
城
壁
に
囲
ま
れ
た

建
築
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
31
）。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、『
観
無
量
寿
経
』
の
冒
頭
に
説

か
れ
る
、
釈
迦
に
よ
る
霊
鷲
山
で
の
説
法
場
面
と
、
阿
闍
世
の
父
が
幽
閉
さ
れ
る
王

舎
城
宮
殿
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る56
。こ
の
場
面
は
、西
方
浄
土
の
下
段
部
分
で
向
か
っ

て
左
か
ら
右
へ
と
続
き
、
つ
ま
り
、
Ｌ
字
形
に
阿
闍
世
説
話
（
未
生
怨
説
話
）
が
あ
ら

わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
変
相
図
に
お
い
て
も
、
経
典
の
冒
頭
に
あ
た
る
霊

鷲
山
に
お
い
て
釈
迦
が
語
る
場
面
が
、
画
面
の
左
に
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
点
に
注

目
し
て
お
き
た
い
。
敦
煌
唐
代
前
半
期
の
「
西
方
浄
土
変
」
で
は
、
浄
土
図
の
左
右

に
各
々
、
阿
闍
世
説
話
図
と
十
六
観
と
を
縦
方
向
に
展
開
す
る
も
の
が
二
十
例
確
認

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
霊
鷲
山
の
釈
迦
も
阿
闍
世
説
話
図
の
一
場
面
と
し
て
充
て

ら
れ
た
場
合
で
も
、
多
く
は
小
場
面
に
す
ぎ
な
い
（
図
32
・
図
33
）。
そ
れ
に
比
べ
て
、

第
二
一
七
窟
で
は
、
霊
鷲
山
で
説
法
す
る
釈
迦
を
一
際
大
き
く
と
り
あ
げ
、
画
面
の

左
側
に
描
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
る57
。

最
後
に
東
壁
「
法
華
経
変
」
を
と
り
あ
げ
る
。
入
り
口
を
挟
ん
で
左
右
に
、
観
世

音
菩
薩
普
門
品
に
基
づ
く
諸
難
救
済58
と
三
十
三
応
現
身
の
場
面
を
詳
細
に
描
写
す

る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
画
面
中
央
、
入
り
口
の
上
方
部
分
に
、『
法
華
経
』
序
品
の
霊

鷲
山
に
お
け
る
釈
迦
の
説
法
場
面
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
る59
（
図
34
）。
敦
煌
に
お
け

る
「
法
華
経
変
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
隋
代
の
作
例
に
、
経
典
内
容
を
数
多
く
の

場
面
で
絵
画
化
し
た
例
や
、
普
門
品
の
み
を
と
り
あ
げ
た
例
が
存
在
す
る
。
ま
た
見

宝
塔
品
を
中
心
主
題
と
し
た
変
相
図
や
彫
塑
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
は
、
北
魏
時
代

か
ら
制
作
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
序
品
と
普
門
品
に
限
定
し
て
表
さ
れ
る
の
は
、

こ
の
第
二
一
七
窟
の
例
の
み
知
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
法
華
経
変
」
に
つ
い
て

は
、
経
典
の
絵
画
化
の
詳
細
化
と
い
う
流
れ
に
沿
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
普
門
品
と

い
う
特
定
の
内
容
を
絵
画
化
し
た
上
で
、
や
は
り
序
品
と
い
う
冒
頭
部
分
を
付
加
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
、
第
二
一
七
窟
の
変
相
図
四
種
を
確
認
し
て
き
た
が
、
そ
の
す
べ
て
が
、
経

典
の
序
文
も
し
く
は
冒
頭
部
分
を
描
写
す
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら

は
、
経
典
翻
訳
の
由
来
で
あ
っ
た
り
、
釈
迦
が
そ
の
教
え
を
語
り
始
め
る
場
で
あ
り
、

そ
の
場
合
に
は
、
霊
鷲
山
や
祇
園
精
舎
と
い
っ
た
よ
う
に
、
語
ら
れ
る
場
が
必
ず
し

も
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
経
典
の
中
身
が
語
ら
れ
る
前
段
階
の
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部
分
を
大
き
く
描
き
出
し
て
い
る
と
い
う
点
で
は
、
一
致
す
る
現
象
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
経
典
内
容
全
般
の
忠
実
な
絵
画
化
を
目
指
し
た
た
め
の
詳

細
化
と
い
う
よ
り
は
、
経
典
の
由
来
、
も
し
く
は
、
釈
迦
の
教
え
が
イ
ン
ド
の
何
処

で
説
か
れ
た
か
と
い
う
場
に
こ
だ
わ
っ
た
点
で
共
通
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
出
来

よ
う
。
で
は
、
な
ぜ
、
絵
画
化
の
際
、
そ
れ
ら
を
強
調
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
？

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
唐
代
前
半
期
に
お
け
る
イ
ン
ド
ブ
ー
ム
、
な
か
で
も

仏
教
の
聖
蹟
に
対
す
る
信
仰
と
、
そ
の
中
国
仏
教
に
お
け
る
受
容
態
度
で
あ
る
。
第

二
章
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
玄
奘
の
帰
国
以
降
、
八
世
紀
前
半
ま
で
の
中
国
仏
教
界

は
、
イ
ン
ド
ブ
ー
ム
に
沸
き
、
そ
れ
が
造
形
の
面
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
る
。

玄
奘
の
仏
像
請
来
と
そ
の
模
造
隆
盛
が
そ
の
最
た
る
現
象
と
な
る
わ
け
だ
が
、
例
え

ば
、
龍
門
石
窟
と
り
わ
け
そ
の
敬
善
寺
区
に
お
け
る
七
世
紀
後
半
の
優
塡
王
像
造
像

の
爆
発
的
な
隆
盛
は
、
洛
陽
が
正
統
的
仏
法
相
伝
の
地
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
の

現
象
で
あ
る
こ
と
が
、
近
年
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
玄
奘
が
将
来
に
際
し
て
選

定
し
た
七
躯
の
仏
像
に
つ
い
て
は
、
初
唐
ま
で
の
中
国
に
お
け
る
仏
教
信
仰
の
あ
り

方
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
七
躯
の
中
に
は
初
転
法

輪
や
、
三
道
宝
階
降
下
と
い
う
イ
ン
ド
で
流
行
す
る
仏
伝
的
主
題
が
含
ま
れ
、
通
時

的
に
仏
伝
を
追
っ
て
い
く
と
い
う
意
識
が
確
認
さ
れ
る
が
、
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
カ

ウ
シ
ャ
ー
ン
ビ
ー
の
優
塡
王
像
や
霊
鷲
山
説
法
、
ナ
ガ
ラ
ハ
ー
ラ
の
留
影
像
と
い
っ

た
イ
ン
ド
で
は
図
像
化
さ
れ
る
こ
と
が
稀
な
作
例
を
も
敢
え
て
選
定
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
仏
伝
の
著
名
な
場
面
の
み
を
選
定
し
た
の
で
は
な
く
、
二
〇
〇
年
来
中
国
で

信
奉
を
集
め
た
仏
教
の
聖
蹟
が
、
選
定
の
意
図
と
し
て
強
く
意
識
さ
れ
、
そ
こ
に
は

中
国
が
釈
迦
出
世
の
地
か
ら
は
る
か
に
隔
た
っ
た
、
仏
蹟
も
も
た
ぬ
、
辺
土
な
れ
ば

こ
そ
の
切
実
な
選
択
で
あ
っ
た
と
い
う
見
解
で
あ
る60
。

ま
た
玄
奘
と
同
時
代
に
活
躍
し
た
道
宣
は
、『
中
天
竺
舎
衛
国
祇
園
寺
図
経
』
を
著

し
、
イ
ン
ド
の
祇
園
精
舎
の
様
子
を
、
そ
れ
ま
で
の
文
献
を
集
成
し
つ
つ
描
写
し
た

こ
と
も
唐
代
七
世
紀
に
お
け
る
仏
蹟
へ
の
信
仰
を
物
語
る
も
の
と
い
え
よ
う61
。

つ
ま
り
、
第
二
一
七
窟
と
い
う
八
世
紀
最
初
期
の
変
相
図
に
お
い
て
、
釈
迦
自
身

が
教
え
を
語
っ
た
場
や
、
経
典
が
中
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
由
来
を
、
こ
と
さ
ら
強
調

し
て
描
き
出
す
の
は
、
中
国
に
お
け
る
イ
ン
ド
の
仏
蹟
、
と
り
わ
け
釈
迦
に
よ
り
教

え
が
語
ら
れ
た
場
へ
の
信
仰
を
基
盤
と
し
、
玄
奘
に
よ
る
仏
像
請
来
が
大
き
な
引
き

金
と
な
っ
て
、
イ
ン
ド
仏
教
の
正
統
な
継
承
を
標
榜
し
よ
う
と
す
る
中
国
仏
教
界
の

動
き
と
連
動
し
た
現
象
と
見
な
せ
る
の
で
あ
る62

結
語
―
「
正
統
性
」
か
ら
み
た
大
画
面
変
相
図
の
新
展
開
―

以
上
、
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
八
世
紀
初
め
に
製
作
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
敦
煌

莫
高
窟
第
二
一
七
窟
の
変
相
図
に
は
、
経
典
内
容
を
詳
細
に
描
写
す
る
と
い
う
よ
り

は
、
釈
迦
の
教
え
が
語
ら
れ
た
場
、
も
し
く
は
、
そ
の
教
え
が
中
国
に
も
た
ら
さ
れ

た
経
緯
を
強
調
し
て
描
写
す
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
、
ま
た
そ
う
し
た
変
相
図
の
中

尊
と
し
て
、
玄
奘
の
請
来
仏
像
に
基
づ
く
と
み
ら
れ
る
図
像
を
採
用
す
る
例
も
複
数

確
認
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
つ
ま
り
、
近
年
、
注
目
さ
れ
る
唐
代
仏
教
造
像
に

お
け
る
イ
ン
ド
か
ら
の
正
統
性
の
強
調
と
い
う
造
像
の
あ
り
方
は
、
実
は
彫
刻
作
品

の
み
な
ら
ず
、変
相
図
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、

か
か
る
変
相
図
の
あ
り
方
は
、
敦
煌
と
い
う
中
原
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
だ
か
ら
こ
そ

起
き
た
現
象
な
の
で
は
な
く
、
中
原
に
お
け
る
変
相
図
の
あ
り
方
が
、
敦
煌
に
影
響

を
及
ぼ
し
た
と
い
う
見
通
し
を
筆
者
は
持
っ
て
い
る
。
中
原
地
域
に
現
存
す
る
壁
画

や
絹
本
の
唐
代
変
相
図
は
、
ほ
ぼ
皆
無
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
も
と
京
都
の
勧
修
寺

に
伝
来
し
、
現
在
、
奈
良
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
「
刺
繍
釈
迦
如
来
説
法
図
」

（
図
35
）
は
、
そ
の
主
題
解
釈
に
つ
い
て
は
複
数
の
説
が
あ
る
も
の
の
、
中
尊
に
洛
陽

周
辺
に
展
開
し
た
優
塡
王
像
の
図
像
が
採
用
さ
れ
て
い
る
点
は
、
近
年
の
研
究
に

よ
っ
て
確
定
さ
れ
て
い
る63
。
こ
の
繍
仏
に
つ
い
て
は
、
作
風
は
も
と
よ
り
鎖
繍
い
の

針
目
に
よ
る
巧
み
な
面
構
成
と
い
っ
た
技
法
の
点
か
ら
も
、
唐
代
七
世
紀
後
半
か
ら
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八
世
紀
の
中
央
作
例
と
見
ら
れ
て
お
り
、
つ
ま
り
、
変
相
図
の
中
尊
に
玄
奘
請
来
像

を
採
用
す
る
と
い
う
絵
画
の
あ
り
方
を
、
刺
繍
に
応
用
し
た
中
原
の
作
例
が
確
認
で

き
る
。
ま
た
、奈
良
の
当
麻
寺
に
伝
来
す
る
「
綴
織
当
麻
曼
荼
羅
図
」
に
つ
い
て
は
、

日
本
も
し
く
は
中
国
と
い
う
製
作
地
の
議
論
は
あ
る
も
の
の
、そ
の
中
尊
（
図
36
）
は
、

左
脚
を
上
に
結
跏
趺
坐
す
る
点
以
外
は
、
先
に
論
じ
た
如
来
像
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

さ
ら
に
も
う
一
点
、
現
在
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
、
も
と
奈
良
東
大
寺
に

伝
来
し
た
「
法
華
堂
根
本
曼
陀
羅
」（
図
37
）
に
注
目
し
て
み
た
い
。
こ
の
作
品
は
、

日
本
で
奈
良
時
代
に
製
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
看
做
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に

描
か
れ
る
の
は
、
画
面
中
央
に
複
雑
に
構
成
さ
れ
る
巨
大
な
霊
鷲
山
を
背
景
と
し
て

説
法
す
る
釈
迦
如
来
坐
像
で
あ
る
。
す
で
に
先
行
研
究
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、『
大

唐
西
域
記
』
に
記
さ
れ
る
霊
鷲
山
西
崖
の
「
甎
精
舎
」
が
画
面
の
山
岳
景
の
左
寄
り

に
描
き
こ
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
霊
鷲
山
で
あ
る
点
は
、
確
実
視
さ
れ
る
。

つ
ま
り
霊
鷲
山
と
い
う
仏
蹟
が
、
唐
代
に
展
開
す
る
精
緻
な
山
水
技
法
に
よ
っ
て
描

き
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る64
。
ま
た
中
央
の
釈
迦
如
来
坐
像
の
図
像
も
、
奈
良
時
代

に
尊
崇
を
集
め
て
い
た
大
安
寺
の
釈
迦
如
来
な
ど
と
同
様
の
印
相
や
著
衣
形
式
で
あ

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
点
か
ら
も
、
聖
蹟
と
由
緒
あ
る
仏
像
を
組

み
込
む
敦
煌
の
変
相
図
と
の
類
似
性
を
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う65
。「
法
華
堂
根
本
曼
陀

羅
」
に
つ
い
て
は
、
鑑
真
来
朝
以
降
の
様
式
と
見
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
製
作
背
景
と

し
て
、
唐
代
八
世
紀
前
半
ま
で
の
中
原
に
お
け
る
変
相
図
の
方
向
性
が
影
響
を
及
ぼ

し
た
と
見
る
こ
と
は
強
ち
不
当
で
は
な
い
だ
ろ
う66
。

以
上
の
よ
う
に
、
中
原
で
も
こ
の
よ
う
な
変
相
図
製
作
が
意
図
さ
れ
て
い
た
と
い

う
見
通
し
が
得
ら
れ
た
こ
と
で
、
所
謂
、
大
画
面
変
相
図
の
展
開
過
程
に
つ
い
て
も
、

重
要
な
検
討
要
素
が
得
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
七
〜
八
世
紀
の
変
相
図
を
考
え
る
際
に

は
、
当
時
の
中
原
仏
教
界
の
動
き
と
連
動
し
、
聖
蹟
や
由
緒
あ
る
仏
像
（
瑞
像
）
を
構

成
要
素
の
中
に
積
極
的
に
組
み
込
む
こ
と
で
、
イ
ン
ド
仏
教
の
正
統
な
る
継
承
を
表

象
す
る
視
覚
装
置
と
し
て
の
機
能
が
期
待
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る67
。

従
来
、
大
画
面
変
相
図
の
背
景
に
描
き
出
さ
れ
た
山
水
表
現
に
つ
い
て
は
、「
山
水

の
変
」
と
い
う
中
国
絵
画
史
の
大
き
な
う
ね
り
が
仏
教
絵
画
に
お
よ
ん
だ
も
の
と
し

て
理
解
さ
れ
て
き
た
。
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
め
に
興
っ
た
「
山
水
の
変
」
で
は
、

山
水
風
景
の
遠
近
描
写
が
発
達
し
た
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
遠
く
に
理
想

を
求
る
「
遠
」
は
、「
清
」
と
と
も
に
美
意
識
や
理
想
的
心
境
を
あ
ら
わ
す
語
と
し

て
、
魏
晋
南
北
朝
以
降
、
詩
文
に
盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
が
唐

代
に
も
引
き
継
が
れ
、
当
時
の
人
々
が
抱
い
て
い
た
清
遠
な
る
境
涯
へ
の
憧
れ
が
込

め
ら
れ
、
絵
画
の
山
水
描
写
と
り
わ
け
そ
の
遠
近
表
現
に
つ
い
て
も
、
超
俗
性
を
強

め
る
意
義
が
あ
っ
た
と
の
見
方
が
提
示
さ
れ
て
い
る68
。
そ
の
一
方
、
大
画
面
変
相
図

に
描
き
こ
ま
れ
る
山
水
描
写
に
は
、
我
々
人
間
の
現
実
世
界
を
表
象
す
る
は
た
ら
き

を
も
ち
、
彼
岸
で
は
な
く
此
岸
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
と
の
解
釈
も
あ
る69
。
唐
代
の

変
相
図
に
お
い
て
巧
み
な
山
水
の
遠
近
表
現
が
構
成
さ
れ
る
こ
と
は
、
第
二
一
七
窟

の
描
写
に
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
つ
ま
り
、
イ
ン
ド
仏
教
か
ら
の
正
統
性
を
表

象
す
る
と
い
う
、
唐
代
仏
教
界
の
戦
略
を
媒
介
と
し
て
、
遠
近
表
現
を
交
え
た
超
俗

性
を
も
つ
山
水
描
写
が
、
中
国
か
ら
地
続
き
で
は
あ
る
が
、
は
る
か
遠
い
イ
ン
ド
聖

蹟
と
の
接
続
を
願
い
、
ま
た
喧
伝
す
る
も
の
と
し
て
、
実
に
絶
妙
な
位
置
で
、
機
能

し
て
い
た
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
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（
鄭
岩
訳「
何
為
変
相
？
兼
論
敦
煌
芸
術
興
敦
煌
文
学
関
係
」

『
芸
術
史
研
究
』
二
、
中
山
大
学
芸
術
研
究
中
心
、
二
〇
〇
〇
年
）、
肥
田
路
美
「
大
画

面
変
相
図
の
成
立
と
雲
の
モ
チ
ー
フ
」
お
よ
び
同
氏
「
大
画
面
変
相
図
に
お
け
る
山
岳

景
」（
と
も
に
『
初
唐
仏
教
美
術
の
研
究
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、二
〇
一
一
年
所
収
）。

変
文
に
つ
い
て
は
、
金
文
京
「
敦
煌
変
文
の
文
体
」（『
東
方
学
報
』
京
都
七
二
冊
、

二
〇
〇
〇
年
）
も
参
照
。
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②　

註
①
前
掲
、
肥
田
路
美
「
大
画
面
変
相
図
の
成
立
と
雲
の
モ
テ
ー
フ
」
で
は
、「
変
」

に
ま
つ
わ
る
中
国
早
期
（
四
〜
六
世
紀
）
の
史
料
お
よ
び
諸
説
が
整
理
さ
れ
る
。
そ
れ

ら
先
行
研
究
を
受
け
て
、
肥
田
氏
は
、
中
国
で
展
開
す
る
大
画
面
変
相
図
を
「
仏
菩
薩

の
出
現
や
そ
の
は
た
ら
き
、す
な
わ
ち
様
々
な
動
的
奇
跡
の
事
象
を
大
幅
の
画
面
上
に

視
覚
化
し
た
も
の
」と
さ
れ
る
。
し
か
し
大
幅
の
画
面
か
否
か
を
問
わ
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
そ
も
そ
も
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
仏
菩
薩
の
動
的
奇
跡
を
さ
す
神
通
（
如
意
通
。

パ
ー
リ
語iddh

i,
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語ṛddh

i

）
が
「
変
」
に
対
応
す
る
と
看
做
す
こ

と
も
可
能
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
原
義
が
、
中
国
で
も
忠
実
に
受
け
入
れ
ら

れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
今
、
筆
者
に
は
「
変
」
定
義
の
原
形
を
詳
述
す
る
余
裕

も
、
ま
た
そ
れ
を
論
ず
る
だ
け
の
能
力
も
持
た
な
い
が
、
イ
ン
ド
お
よ
び
ガ
ン
ダ
ー
ラ

地
域
の
作
例
（
ラ
ホ
ー
ル
博
物
館
所
蔵
の
モ
ハ
マ
ッ
ド
・
ナ
リ
ー
出
土
「
大
光
明
の
神

変
（
仏
説
法
図
）」
等
）
を
視
野
に
入
れ
る
と
、「
変
相
」
の
中
国
化
に
は
、
慎
重
な
判

断
が
必
要
で
あ
る
と
痛
感
す
る
。
神
通
に
つ
い
て
は
、梶
山
雄
一
「
神
変
」（『
梶
山
雄

一
著
作
集
第
三
巻
神
変
と
仏
陀
観
・
宇
宙
論
』
春
秋
社
、
二
〇
一
二
年
所
収
。
初
出
は

一
九
九
五
年
）、
モ
ハ
マ
ッ
ド
・
ナ
リ
ー
出
土
の
作
例
に
つ
い
て
は
、A

. F. H
ow

ard, 

T
h

e Im
argery of th

e C
osm

ological B
u

d
d

h
a, L

eiden
, 1986. pp.47-57.

お
よ

び
宮
治
昭
「
宇
宙
主
と
し
て
の
釈
迦
仏
」（『
イ
ン
ド
仏
教
美
術
史
論
』
中
央
公
論
美
術

出
版
、
二
〇
一
〇
年
。
初
出
は
一
九
九
三
年
）
を
参
照
。

③　

第
二
二
〇
窟
は
、
主
室
内
の
南
壁
に
「
西
方
浄
土
変
」、
北
壁
に
「
薬
師
浄
土
変
」、

東
壁
に
「
維
摩
経
変
」
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
第
二
〇
九
窟
は
西
壁
に
「
西
方
浄
土
変
」

が
あ
ら
わ
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
尊
の
み
塑
像
で
あ
る
（
但
し
現
状
そ
の
塑
像
は
亡
失

し
、
絵
画
表
現
の
光
背
部
分
の
み
残
る
）。

④　

初
唐
と
盛
唐
の
区
分
時
期
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
史
葦
湘
「
関
于

敦
煌
莫
高
窟
内
容
總
録
」（『
敦
煌
石
窟
内
容
總
録
』
文
物
出
版
社
、一
九
九
六
年
）
に

な
ら
い
、
初
唐
期
を
六
一
八
〜
七
〇
四
年
、
盛
唐
期
を
七
〇
五
〜
七
八
〇
年
と
す
る
。

⑤　

経
典
に
よ
れ
ば
、
浄
土
に
と
は
、
山
も
崖
も
谷
も
溝
も
な
い
平
ら
か
な
世
界
と
説
か

れ
る
の
で
、
厳
密
に
は
「
山
水
の
大
構
図
」
が
当
て
は
ま
ら
な
い
。
こ
れ
が
、
大
画
面

変
相
図
の
定
義
を
複
雑
な
も
の
に
し
て
い
る
。
山
岳
を
必
要
と
し
な
い
点
に
つ
い
て

は
、
註
①
前
掲
、
肥
田
路
美
「
大
画
面
変
相
図
に
お
け
る
山
岳
景
」
を
参
照
。

⑥　

小
島
登
茂
子
「
敦
煌
壁
画
に
お
け
る
北
周
・
隋
代
の
山
岳
表
現
―
―
説
話
表
現
と
の

関
連
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」（『
美
術
史
』
一
三
一
、一
九
九
二
年
）

⑦　

大
画
面
変
相
図
に
お
け
る
山
水
表
現
の
基
本
的
理
解
は
、秋
山
光
和
「
唐
代
敦
煌
壁

画
に
あ
ら
わ
れ
た
山
水
表
現
」（『
中
国
石
窟　

敦
煌
莫
高
窟
5
』
平
凡
社
・
文
物
出
版

社
、
一
九
八
二
年
）
に
よ
る
。
た
だ
し
秋
山
氏
は
「
大
構
図
」「
大
画
面
」
と
い
っ
た

形
容
は
さ
れ
る
が
「
大
画
面
変
相
図
」
と
い
う
用
語
は
用
い
て
お
ら
れ
な
い
。

⑧　

P
au

l P
elliot, G

rottes d
e T

ou
en

-h
ou

an
g. 6 vols., P

aris, 1920-1924.

⑨　

近
年
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
は
、
王
惠
民
「
敦
煌
経
変
画
研
究
論
著
目

録
」
二
〇
〇
九
年
（
敦
煌
研
究
院
の
ウ
エ
ブ
サ
イ
トh

ttp
://p

u
blic.d

h
a.ac.cn

/

C
on

ten
t.aspx?id=090723455571&

P
age=1

に
掲
載
）、
お
よ
び
、
濱
田
瑞
美
「
敦

煌
美
術
」（『
新
ア
ジ
ア
仏
教
史
05
中
央
ア
ジ
ア　

文
明
・
文
化
の
交
差
点
』
佼
成
出
版

社
、
二
〇
一
〇
年
、
第
七
章
敦
煌
に
所
収
）
を
参
照
。

⑩　
「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
変
」
に
つ
い
て
は
、
下
野
玲
子
「
敦
煌
莫
高
窟
第
二
一
七
窟

南
壁
経
変
の
新
解
釈
」（『
美
術
史
』
一
五
七
、二
〇
〇
四
年
）、「
十
輪
経
変
」
に
つ
い

て
は
、
王
惠
民
「
敦
煌
三
二
一
窟　

七
四
窟
十
輪
経
変
考
釈
」（『
芸
術
史
研
究
』
六
、

中
山
大
学
芸
術
研
究
中
心
、
二
〇
〇
四
年
。
の
ち
増
補
さ
れ
、
肥
田
路
美
氏
の
翻
訳
に

な
る
「
敦
煌
第
三
二
一
窟
・
第
七
四
窟
の
十
輪
経
変
相
に
つ
い
て
」
が
『
奈
良
美
術
研

究
』
七
、二
〇
〇
八
年
に
掲
載
）
を
参
照
。
な
お
筆
者
は
、
二
〇
〇
四
年
三
月
の
美
術

史
学
会
西
支
部
例
会
発
表
に
お
い
て
、第
三
二
一
窟
南
壁
の
変
相
図
を
『
金
光
明
最
勝

王
経
』
に
基
づ
く
変
相
図
と
し
た
が
、同
変
相
図
を
「
十
輪
経
変
」
と
す
る
王
惠
民
氏

の
解
釈
が
最
も
妥
当
と
判
断
し
、
自
説
を
撤
回
す
る
。『
芸
術
史
研
究
』
に
掲
載
前
の

草
稿
を
、
筆
者
に
お
送
り
下
さ
っ
た
王
惠
民
氏
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

そ
の
返
答
が
、
十
年
越
し
と
な
っ
た
点
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。「
金
剛
経
変
」

に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

⑪　

例
え
ば
、以
下
の
研
究
を
参
照
。
藤
枝
晃
「
維
摩
変
の
一
場
面
―
―
変
相
と
変
文
の

関
係
―
―
」（『
仏
教
芸
術
』
三
四
、一
九
五
八
年
）。
金
維
諾
「
敦
煌
壁
画
祇
園
記
図

考
」（『
文
物
参
考
資
料
』
一
九
五
八
年
第
一
〇
期
）、同
氏
「
祇
園
図
記
与
変
文
」（『
文

物
参
考
資
料
』
一
九
五
八
年
第
一
一
期
）。
秋
山
光
和
「
敦
煌
本
降
魔
変
（
牢
度
叉
闘

聖
変
）
画
巻
に
つ
い
て
」（『
美
術
研
究
』
一
八
七
、一
九
五
六
年
）
お
よ
び
同
氏
「
敦

煌
に
お
け
る
変
文
と
絵
画
―
再
び
牢
度
叉
闘
聖
変
（
降
魔
変
）
を
中
心
に
―
」（『
美
術

研
究
』
二
一
一
、一
九
六
一
年
）、以
上
の
秋
山
光
和
論
文
は
『
平
安
時
代
世
俗
画
の
研

究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
四
年
）
第
三
篇
「
変
文
と
絵
解
き
の
研
究
」
に
再
録
。

秋
山
光
和
「
牢
度
叉
闘
聖
変
白
描
粉
本
（P

elliot T
ibétain

 1293

）
と
敦
煌
壁
画
」
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初
唐
末
期
に
お
け
る
大
画
面
変
相
図
の
新
展
開

825

（『
東
京
大
学
文
学
部
文
化
交
流
研
究
施
設
研
究
紀
要
』
第
二
・
三
号
、
一
九
七
八
年
）、

⑫　

そ
の
中
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
変
相
図
の
雲
に
注
目
さ
れ
た
肥
田
路
美
「
大
画
面
変
相

図
の
成
立
と
雲
の
モ
チ
ー
フ
」（
註
①
前
掲
）、中
原
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
「
西
方
浄
土

変
」
が
、
各
地
域
に
及
ぶ
様
相
を
、
隋
代
か
ら
唐
代
前
半
期
の
諸
州
官
寺
制
と
の
連
関

性
か
ら
論
じ
た
大
西
磨
希
子
「
敦
煌
発
現
の
宮
廷
写
経
に
つ
い
て
」（『
敦
煌
写
本
研
究

年
報
』
六
、
高
田
時
雄
主
編
、
二
〇
一
二
年
）
は
貴
重
な
成
果
で
あ
る
。

⑬　

秋
山
光
和
「
唐
代
敦
煌
壁
画
に
あ
ら
わ
れ
た
山
水
表
現
」（
註
⑦
前
掲
）、
池
田
温

「
唐
朝
氏
族
志
の
一
考
察
」（『
北
海
道
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
一
三
巻
第
二
号
、

一
九
六
五
年
）、同
氏
「
八
世
紀
初
に
お
け
る
敦
煌
の
氏
族
」（『
東
洋
史
研
究
』
第
二
四

巻
第
三
号
、
一
九
六
五
年
）、
同
氏
「
沙
州
図
経
略
考
」（『
榎
博
士
還
暦
記
念　

東
洋

史
論
叢
』
山
川
出
版
社
、
一
九
七
五
年
）、
賀
世
哲
「
供
養
人
題
記
看
莫
高
窟
部
分
洞

窟
営
建
年
代
」（『
敦
煌
莫
高
窟
供
養
人
題
記
』
文
物
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
を
参

照
。
な
お
西
壁
下
段
の
供
養
人
題
記
に
つ
い
て
は
、Eu

gen
e Y

u
ejin

 W
an

g, W
h

ose 

P
aradise Is It, A

n
yw

ay ? : T
h

e L
otu

s S
u

tra T
ableau

 in
 D

u
n

h
u

an
g’s 
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evisited, O
ren

tation
s, 27-10, 1996.

も
参
照
。

⑭　

下
野
玲
子
「
敦
煌
莫
高
窟
第
二
一
七
窟
南
壁
経
変
の
新
解
釈
」（
註
⑩
前
掲
）、お
よ

び
同
氏
「
唐
代
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
変
に
お
け
る
図
像
の
異
同
と
展
開
」（『
朝
日
敦
煌

研
究
員
派
遣
制
度
記
念
誌
』
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
八
年
）。

⑮　

拙
論
「
第
二
一
七
窟
小
考
」（『
朝
日
敦
煌
研
究
員
派
遣
制
度
記
念
誌
』
朝
日
新
聞

社
、
二
〇
〇
八
年
）
で
は
、
西
龕
天
井
に
描
か
れ
た
変
相
図
を
「
金
剛
経
変
」
に
比
定

し
、こ
の
変
相
図
が
唐
代
敦
煌
に
出
現
し
た
意
義
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
今
回
の

小
論
は
、
そ
れ
を
補
完
す
る
性
格
も
有
す
る
。

⑯　

窟
内
の
詳
細
な
寸
法
に
つ
い
て
は
、
石
璋
如
『
莫
高
窟
形
』（
中
央
研
究
院
歴
史
語

言
研
究
所
田
野
工
作
報
告
之
三
、一
九
九
六
年
）
を
参
照
。

⑰　
『
俄
羅
斯
國
立
艾
爾
米
塔
什
博
物
館
蔵
敦
煌
藝
術
品
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
九
七
年
）
の
第
四
巻
二
一
〇
頁
を
参
照
。
こ
の
一
九
一
四
年
の
写
真
に
よ
れ
ば
、

龕
内
の
中
尊
如
来
は
、
面
部
表
面
の
大
半
が
剥
落
し
、
ま
た
右
手
首
よ
り
先
が
欠
失
し

て
い
る
が
、現
状
は
面
部
お
よ
び
右
手
が
補
わ
れ
て
い
る
。ま
た
、左
手
先
は
一
九
一
四

年
に
は
残
存
し
て
い
る
が
、
現
状
は
亡
失
す
る
。
従
来
は
、「
清
朝
の
補
修
」
と
さ
れ

る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
一
九
一
四
年
以
降
の
補
修
で
あ
る
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
。

⑱　

P
elliot, op. cit. (n

. 8), vol.2, pl. 125. 

同
図
版
で
は
、
北
側
の
台
座
に
羅
漢
像
ら

し
き
頭
部
が
放
置
さ
れ
て
い
る
が
、
も
と
龕
内
の
像
の
も
の
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
如
来

像
両
脇
に
塑
造
立
像
と
し
て
配
置
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
阿
難
・
迦
葉
像
の
い
ず
れ
か

と
推
測
さ
れ
る
。

⑲　

P
elliot, op. cit. （n

.8

）, vol.2, pls. 118, 122.

⑳　

註
⑮
前
掲
、
拙
論
を
参
照
。

㉑　

こ
れ
ら
刺
繍
に
よ
る
二
作
例
に
つ
い
て
は
、肥
田
路
美
「
瑞
像
の
政
治
性
」
お
よ
び

同
氏
「
奈
良
国
立
博
物
館
所
蔵
刺
繍
釈
迦
如
来
説
法
図
」（
と
も
に
『
初
唐
仏
教
美
術

の
研
究
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
一
年
所
収
）
を
参
照
。

㉒　

も
う
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
は
、
最
終
段
階
で
、
完
成
を
急
い
だ
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。

㉓　

唐
代
の
墓
葬
壁
画
に
つ
い
て
は
、
陝
西
省
考
古
研
究
所
編
『
陝
西
新
出
土
唐
墓
壁

画
』（
重
慶
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）、
李
星
明
『
唐
代
墓
室
壁
画
研
究
』
陝
西
人
民
美

術
出
版
社
、二
〇
〇
五
年
（
そ
の
う
ち
特
に
第
七
章
唐
墓
壁
画
中
的
人
物
画
風
的

変

与
分
期
、
二
三
〇
〜
三
一
八
頁
）、
昭
陵
博
物
館
編
『
昭
陵
唐
墓
壁
画
』（
文
物
出
版

社
、
二
〇
〇
六
年
）、
徐
光
冀
総
監
修
『
中
国
出
土
壁
画
全
集
六
・
七
（
陝
西
）』（
科
学

出
版
社
・
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
二
年
）、
傅
江
「
高
松
塚
古
墳
壁
画
に
お
け
る
女
性

像
に
つ
い
て
」（
曽
布
川
寛
編
『
中
国
美
術
の
図
像
学
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、

二
〇
〇
六
年
所
収
）
を
参
照
。

㉔　

当
然
、
こ
の
間
に
は
、
八
世
紀
最
初
期
の
中
原
に
お
け
る
仏
教
絵
画
が
検
討
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
周
知
の
よ
う
に
、
現
存
作
例
に
は
恵
ま
れ
て
い
な
い
。
図
8
な

ど
に
類
似
す
る
作
例
を
、
し
い
て
指
摘
す
る
な
ら
ば
、
長
安
四
年
（
七
〇
四
）
の
慈
恩

寺
大
雁
塔
楣
石
線
刻
画
の
う
ち
北
面
の
説
法
図
に
お
け
る
、一
部
の
菩
薩
像
の
顔
貌
表

現
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

㉕　

鳩
摩
羅
什
訳
『
金
剛
般
若
経
』
で
は
、
釈
迦
が
舎
衛
城
へ
乞
食
す
る
際
、「
衣
を
著

け
て
」
と
記
さ
れ
て
お
り
（T8-748c

）、厳
密
な
意
味
で
の
著
衣
方
法
の
対
応
で
は
な

い
に
せ
よ
、
変
相
図
の
中
尊
と
区
別
し
て
覆
肩
衣
を
つ
け
、
舎
衛
城
で
乞
食
す
る
図
柄

に
は
、
そ
う
し
た
経
典
記
述
を
意
識
し
て
い
た
と
看
做
す
可
能
性
は
残
る
。
例
え
ば
、

第
一
一
二
窟
「
金
剛
経
変
」
の
最
上
段
右
上
の
小
場
面
で
は
、園
林
（
祇
園
）
に
坐
す

釈
迦
が
、
右
肩
を
完
全
に
露
出
す
る
偏
袒
右
肩
で
あ
ら
わ
さ
れ
、
そ
の
手
前
の
比
丘

が
、
袈
裟
ら
し
き
も
の
を
手
に
し
て
お
り
、
衣
を
著
け
て
乞
食
に
向
か
う
と
い
う
記
述

を
、
忠
実
に
再
現
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
（
但
し
、
賀
世
哲
氏
は
こ
れ
を
乞
食
か
ら
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戻
っ
た
場
面
と
解
釈
し
、比
丘
が
も
つ
の
は
「
敷
座
」
と
さ
れ
る
。
賀
世
哲
「
敦
煌
壁

画
中
的
金
剛
経
変
研
究
（
続
）」『
敦
煌
研
究
』
二
〇
〇
七
年
第
四
期
）。
し
か
し
同
じ

く
第
一
一
二
窟
「
金
剛
経
変
」
の
、中
央
説
法
図
の
釈
迦
如
来
像
の
右
肩
に
は
覆
肩
衣

を
つ
け
て
お
り
、こ
こ
で
検
討
し
て
き
た
図
像
を
採
用
し
て
い
な
い
。
ま
た
後
の
時
代

に
は
、第
八
五
窟
や
第
三
六
一
窟
な
ど
小
場
面
中
に
偏
袒
右
肩
で
あ
ら
わ
す
例
も
あ
る

が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
釈
迦
如
来
自
身
が
、
衣
を
著
け
る
こ
と
に
加
え
て
、
ど
の
よ
う

な
著
衣
形
式
に
よ
っ
て
、
経
説
を
述
べ
る
か
は
、『
金
剛
般
若
経
』
で
も
言
及
さ
れ
て

い
な
い
。

㉖　

こ
の
作
例
に
つ
い
て
は
、岡
田
健
「
初
唐
期
の
転
法
輪
印
阿
弥
陀
図
像
に
つ
い
て
の

研
究
」（『
美
術
研
究
』
三
七
三
、二
〇
〇
〇
年
）
一
八
一
〜
一
八
二
頁
を
参
照
。

㉗　

慈
恩
寺
の
沿
革
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
吉
村
苣
子「
慈
恩
寺
大
雁
塔
の
沿
革
と

名
称
」（『
國
華
』
一
〇
七
一
号
、
一
九
八
四
年
）

㉘　

こ
の
三
仏
に
つ
い
て
は
『
維
摩
経
』
の
一
場
面
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
が
（
賀
世
哲
編

『
敦
煌
石
窟
全
集
7
法
華
経
画
巻
』
商
務
印
書
館
、
一
九
九
九
年
）、
そ
の
大
き
さ
や
銘

文
を
有
す
る
こ
と
か
ら
も
、
単
独
の
奉
献
像
的
な
性
格
も
あ
わ
せ
も
っ
た
絵
画
で
あ

る
。

㉙　

但
し
、
慈
恩
寺
大
雁
塔
楣
石
線
刻
画
の
南
面
中
尊
は
、
図
22
に
比
べ
て
、
第
二
一
七

窟
な
ど
に
近
く
、
両
脚
を
崩
し
て
趺
坐
す
る
坐
勢
や
、
腹
前
で
転
法
輪
印
を
と
る
点

は
、
後
述
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
ら
の
、
絵
画
的
変
容
と
み
る
こ
と
も
可
能
か
も
知
れ
な

い
。

㉚　

第
四
窟
の
仏
殿
本
尊
に
つ
い
て
は
、定
金
計
次
「
イ
ン
ド
仏
教
石
窟
に
お
け
る
金
剛

手
菩
薩
の
成
立
―
説
一
切
有
部
と
の
関
係
を
中
心
に
―
」（『
西
南
ア
ジ
ア
研
究
』

五
七
、二
〇
〇
二
年
）
二
一
頁
に
お
い
て
、
窟
開
鑿
時
よ
り
も
遅
れ
る
可
能
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
同
論
文
で
は
、
第
一
窟
仏
殿
本
尊
を
六
世
紀
前
半
、
第
十
七
窟
仏
殿
本

尊
を
五
世
紀
後
半
と
す
る
。

㉛　

ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
石
窟
の
作
例
で
は
、転
法
輪
印
を
と
る
左
手
に
は
衣
端
が
か
か
る
点

で
も
共
通
す
る
が
、敦
煌
の
か
か
る
図
像
で
は
そ
れ
が
確
認
で
き
な
い
。
因
み
に
こ
の

転
法
輪
印
の
左
手
に
衣
端
を
か
け
る
印
相
は
唐
代
前
半
期
の
敦
煌
壁
画
で
は
、
第

三
二
八
窟
西
龕
天
井
説
法
図
の
左
脇
侍
（
倚
坐
像
）
な
ど
に
確
認
で
き
る
。

32　

註
②
前
掲
、
宮
治
昭
論
文
を
参
照
。

33　

ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
石
窟
で
は
、
こ
れ
以
外
に
倚
坐
の
転
法
輪
印
を
と
る
窟
も
あ
る
が
、

そ
の
数
は
少
な
い
。

34　

註
②
前
掲
、
宮
治
昭
論
文
を
参
照
。
ま
た
、
転
法
輪
印
像
の
中
国
さ
ら
に
日
本
へ
の

伝
来
に
つ
い
て
は
、国
内
に
お
い
て
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
第
二
一
七
窟
な
ど
の

印
相
に
つ
い
て
は
、
第
二
二
〇
窟
南
壁
「
西
方
浄
土
変
」
中
尊
や
、
法
隆
寺
金
堂
壁
画

六
号
壁
な
ど
に
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、宮
治
昭
「
バ
ー
ミ
ヤ
ン
西

大
仏
（
五
十
五
米
仏
）
の
仏
龕
壁
画
」（『
國
華
』
九
九
二
、一
九
七
六
年
）
に
お
い
て
、

バ
ー
ミ
ヤ
ン
の
当
該
壁
画
の
如
来
像
に
も
確
認
さ
れ
、そ
れ
は
グ
プ
タ
風
の
も
の
か
ら

変
化
し
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
る
。
註
26
前
掲
、
岡
田
健
論
文
も
参
照
。

35　

従
来
、『
大
唐
西
域
記
』
と
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
の
記
載
に
お
い
て
、
請
来

像
の
順
番
や
そ
の
法
量
に
異
同
が
あ
り
、
問
題
視
さ
れ
て
き
た
が
、
前
者
に
よ
る
べ
き

こ
と
が
、肥
田
路
美
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
。
肥
田
路
美
「
玄
奘
に
よ
る
釈
迦
像
七

躯
の
請
来
」（『
初
唐
仏
教
美
術
の
研
究
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
一
年
所
収
）

36　
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
巻
六
お
よ
び
巻
七
（
孫
毓
棠
・
謝
方
点
校
本
、
中
華
書

局
、
一
九
八
二
年
、
一
二
六
〜
一
六
五
頁
）。

37　

曽
布
川
寛
「
龍
門
石
窟
に
お
け
る
唐
代
造
像
の
研
究
」（『
東
方
学
報
』
京
都
第
六
〇

冊
、一
九
八
八
8
年
）、稲
本
泰
生
「
優
塡
王
像
東
伝
考
」（『
東
方
学
報
』
京
都
第
六
九

冊
、
一
九
九
七
年
）。
お
よ
び
同
氏
「
隋
唐
期
東
ア
ジ
ア
の
「
優
塡
王
像
」
受
容
に
関

す
る
覚
書
」（『
東
方
学
報
』
京
都
第
八
八
冊
、
二
〇
一
三
年
）

38　

恵
詳
『
弘
賛
法
華
伝
』
巻
一
「
以
貞
観
之
初
、
発
迹
西
邁
、
周
旋
往
返
一
十
七
年
。

所
獲
経
論
、
具
如
別
記
。
於
彼
中
天
竺
国
、
請
得
擬
摩
掲
陀
国
鷲
峯
山
説
法
花
経
金
像

一
躯
、
通
光
座
高
三
尺
。
色
相
超
挺
、
妙
絶
人
功
。
頂
戴
瞻
仰
、
実
萬
恒
倍
。
至
止
之

後
、
模
写
無
窮
矣
」（T51-13a

〜13b

）

39　

肥
田
路
美
「
西
安
出
土
塼
仏
の
制
作
事
情
と
意
義
」
お
よ
び
同
氏
「
ボ
ー
ド
ガ
ヤ
ー

金
剛
座
真
容
の
受
容
と
展
開
」（『
初
唐
仏
教
美
術
の
研
究
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、

二
〇
一
一
年
所
収
）

40　

冥
詳
撰
述
『
大
唐
故
三
蔵
玄
奘
法
師
行
状
』
で
は
、玄
奘
の
請
来
仏
像
を
「
於
西
域

請
転
法
輪
像
等
七
躯
」
と
、
初
転
法
輪
像
を
代
表
さ
せ
て
述
べ
て
い
る
（T50-218a; 

註
35
前
掲
、
肥
田
路
美
論
文
）。
ま
た
、
敦
煌
最
初
期
の
例
と
な
る
第
二
一
七
窟
の
変

相
図
で
は
、
南
壁
お
よ
び
西
龕
天
井
と
も
釈
迦
如
来
像
と
し
て
採
用
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
当
初
は
、
尊
格
に
つ
い
て
も
、
請
来
像
と
お
り
の
釈
迦
如
来
と
し
て
意
識
さ
れ
て

い
た
可
能
性
が
あ
る
。や
が
て
阿
弥
陀
如
来
の
図
像
と
し
て
も
派
生
し
て
い
っ
た
の
で
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あ
れ
ば
、降
魔
成
道
像
の
展
開
と
同
じ
よ
う
な
様
相
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
降
魔
成
道
像

の
転
用
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
註
39
前
掲
、
肥
田
路
美
論
文
、
ま
た
拙
論
「
初
唐
期
の

降
魔
成
道
像
―
―
龍
門
東
山
造
像
を
中
心
に
―
―
」（『
京
都
美
学
美
術
史
学
』
二
、

二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
。

41　
『
大
唐
西
域
記
』
第
七
の
婆
羅

斯
国
条
で
は
、
鹿
野
伽
藍
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る

が
、
そ
の
精
舎
の
鍮
石
仏
像
は
、「
量
等
如
来
身
」
の
法
輪
を
転
ず
る
姿
勢
で
あ
っ
た

と
さ
れ
る
（
李
羡
林
『
大
唐
西
域
記
校
注
』
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
、
五
六
一
〜

五
六
二
頁
）。
こ
れ
が
玄
奘
請
来
の
も
と
と
な
っ
た
仏
像
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以

上
の
言
及
は
な
い
。

42　

ナ
ー
ラ
ン
ダ
ー
の
如
来
坐
像
に
つ
い
て
は
、
坐
像
の
著
衣
の
下
縁
が
、
脚
前
で
繋

が
っ
て
お
り
、
襞
で
は
な
く
下
縁
の
表
現
で
あ
る
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。
ナ
ー
ラ
ン

ダ
ー
の
作
例
は
、
現
状
、
盗
掘
に
よ
る
破
壊
が
目
立
つ
が
、
そ
の
旧
状
に
つ
い
て
は
以

下
を
参
照
。F

rederick M
.A

sh
er, A

rt of E
astern

 In
d

ia 300-800, D
elh

i, 

1980, p
ls. 68-71; S

h
eila L

.W
ein

er, F
rom

 G
u

p
ta to Pāla S

cu
lp

tu
re, 

A
rtibu

s A
siae, 25-2/3, 1962; R

oy C
. C

raven
, In

dian
 A

rt, L
on

don
, 1997 

(1976), pl. 126.

43　

ナ
ー
ラ
ン
ダ
ー
の
七
世
紀
の
様
式
が
、
中
国
の
仏
像
彫
塑
に
及
ん
だ
例
と
し
て
は
、

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
（
も
と
多
武
峰
伝
来
）
の
十
一
面
観
音
像
が
該
当
す
る
と
筆
者

は
考
え
て
い
る
。
と
く
に
、ナ
ー
ラ
ン
ダ
ー
大
塔
址
（
第
三
址
）
の
ス
ト
ゥ
ッ
コ
に
よ

る
観
音
菩
薩
立
像
（『
世
界
美
術
大
全
集
東
洋
編
14
イ
ン
ド
2
』
小
学
館
、
一
九
九
九

年
、
図
39 ; W

ein
er, op. cit. (n

. 42), pl.31

）
と
の
比
較
に
お
い
て
、
引
き
締
め
た

ウ
エ
ス
ト
を
横
方
向
に
突
き
出
し
、反
対
側
で
は
腋
よ
り
下
の
空
間
を
大
き
く
と
る
プ

ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
や
、
上
瞼
が
眼
球
を
深
く
覆
い
、
下
唇
を
豊
満
に
あ
ら
わ
す
顔
貌
表
現

の
類
似
等
が
そ
れ
を
物
語
る
。東
京
国
立
博
物
館
像
と
玄
奘
翻
訳
経
典
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
は
、
松
田
誠
一
郎
「
東
京
国
立
博
物
館
保
管
十
一
面
観
音
像
（
多
武
峯
伝
来
）

に
つ
い
て
（
上
）（
下
）」（『
國
華
』
一
一
一
八
お
よ
び
一
一
一
九
、一
九
八
八
年
）
を

参
照
。

44　

イ
ン
ド
鹿
野
苑
初
転
法
輪
像
の
唐
代
の
流
布
に
つ
い
て
は
、敦
煌
莫
高
窟
第
二
三
一

窟
、第
二
三
七
窟
お
よ
び
ス
タ
イ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
も
言
及
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
第

二
三
一
窟
と
第
二
三
七
窟
に
つ
い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
西
龕
の
頂
部
に
仏
菩
薩
の
瑞
像
図

が
あ
ら
わ
さ
れ
、
そ
の
な
か
に
「
中
天
竺
波
羅
奈
国
鹿
野
院
中
瑞
像
」
が
含
ま
れ
る
。

し
か
し
こ
の
壁
画
は
時
代
が
下
る
九
世
紀
の
も
の
で
あ
り
、鹿
野
苑
を
鹿
と
法
輪
で
は

な
く
、
仏
足
跡
で
あ
ら
わ
す
な
ど
「
記
号
化
」
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
、
肥
田
氏

に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
如
来
像
の
著
衣
形
式
も
、
偏
袒
右
肩
で
は
あ
る

が
、
右
肩
に
大
衣
を
か
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
イ
ン
ド
の
鹿
野
苑
像
が
唐
代
敦
煌
に
お

い
て
知
ら
れ
た
証
左
と
は
な
る
（
敦
煌
文
書P.3352

な
ど
の
存
在
は
そ
れ
を
補
強
す

る
）
が
、
年
代
が
遅
れ
る
た
め
、
七
〜
八
世
紀
に
お
け
る
イ
ン
ド
の
図
像
を
正
確
に
踏

ま
え
て
い
る
か
否
か
、
お
よ
び
初
唐
期
の
玄
奘
請
来
仏
像
と
の
対
応
関
係
に
つ
い
て

は
、説
得
力
に
欠
け
る
資
料
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
八
世
紀
の
敦
煌
周
辺
で
の
製
作

と
み
ら
れ
る
ス
タ
イ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
西
域
仏
菩
薩
図
像
集
」
に
つ
い
て
は
、ス
タ

イ
ン
、
ウ
ェ
イ
リ
ー
、
ソ
ー
パ
ー
、
お
よ
び
張
廣
達
・
榮
新
江
氏
の
研
究
な
ど
に
よ
っ

て
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
国
立
博
物
館
所
蔵
分
の
中
段
、
向
か
っ
て
右
端
の
如
来
立
像
の
光

背
頂
部
に
脇
侍
菩
薩
と
鹿
を
と
も
な
っ
た
如
来
坐
像
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
と
指
摘
さ
れ

る
。
そ
の
傍
題
は
、
ソ
ー
パ
ー
に
よ
れ
ば
、
現
状
、
下
段
に
離
れ
て
位
置
す
る
「
中
天

竺
婆
羅

斯
国
鹿
野
苑
中
…
像
（
以
下
略
）」
で
あ
る
と
い
う
。
当
該
の
中
尊
如
来
坐

像
は
不
鮮
明
で
あ
る
が
、
右
肩
を
露
出
す
る
偏
袒
右
肩
と
し
、
右
手
は
施
無
畏
印
、
左

手
は
腹
前
で
安
ん
じ
る
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、な
ぜ
立
像
の
仏
像
本
体
で
は
な
く

光
背
の
像
に
傍
題
が
と
も
な
う
の
か
不
可
解
で
は
あ
る
。
ま
た
、
同
図
像
集
の
中
段

（
そ
の
う
ち
上
側
）
向
か
っ
て
左
端
の
像
に
、
鹿
は
伴
わ
な
い
も
の
の
、
第
二
一
七
窟

な
ど
の
像
と
一
致
す
る
如
来
坐
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
像
は
、ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
石

窟
の
作
例
と
同
じ
く
、
い
わ
ゆ
る
グ
プ
タ
式
の
背
障
を
伴
っ
て
お
り
、
こ
の
像
こ
そ
が

鹿
野
苑
の
初
転
法
輪
像
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、鹿
と
法
輪
を
伴
わ
な
い
点

は
、
そ
の
決
め
手
に
欠
け
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、「
西
域
仏
菩
薩
図
像
集
」
を
根
拠

に
、
八
世
紀
頃
の
敦
煌
周
辺
に
お
い
て
、
偏
袒
右
肩
の
転
法
輪
印
像
が
瑞
像
と
し
て
知

ら
れ
て
い
た
こ
と
と
、
姿
は
確
定
で
き
な
い
が
、
鹿
野
苑
像
が
瑞
像
と
看
做
さ
れ
て
い

た
こ
と
は
確
実
視
さ
れ
る
。
第
二
三
一
窟
と
第
二
三
七
窟
に
つ
い
て
は
、孫
修
身
主
編

『
敦
煌
石
窟
全
集
12
仏
教
東
伝
故
事
画
巻
』（
商
務
印
書
館
、二
〇
〇
〇
年
）
お
よ
び
註

35 

前
掲
、
肥
田
路
美
論
文
を
参
照
。
ま
た
ス
タ
イ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
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張
廣
達
・
榮
新
江
『
于

史
叢
考
（
増
訂
本
）』

（
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
お
よ
び
註
21
前
掲
、
肥
田
路
美
「
瑞
像
の

政
治
性
」、
お
よ
び
註
37
前
掲
、
稲
本
泰
生
「
優

王
像
東
伝
考
」
を
参
照
。
ま
た
小

野
勝
年
「
敦
煌
の
釈
迦
瑞
像
図
」（『
龍
谷
史
壇
』
六
三
、一
九
七
〇
年
）
も
参
照
。

45　

註
⑮
前
掲
、
拙
論
を
参
照
。

46　

T8-748c;
こ
こ
で
釈
迦
如
来
が
雲
に
乗
っ
て
飛
来
す
る
表
現
が
あ
る
が
、こ
う
し
た

雲
の
効
果
に
よ
っ
て
場
面
を
積
極
的
に
結
び
つ
け
る
演
出
は
、南
北
両
壁
の
変
相
図
に

も
確
認
で
き
る
。
南
壁
「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
変
」
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
註
⑩
、
⑭

前
掲
、
下
野
玲
子
論
文
を
参
照
。
北
壁
「
西
方
浄
土
変
」
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
里
志

「
当
麻
曼
荼
羅
に
表
さ
れ
た
釈
迦
霊
鷲
山
説
法
図
」（『
仏
伝
図
論
考
』
中
央
公
論
美
術

出
版
、
二
〇
一
二
年
、
初
出
は
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
。

47　

註
㉕
賀
世
哲
論
文
、お
よ
び
以
下
の
研
究
を
参
照
。
賀
世
哲
主
編
『
敦
煌
石
窟
全
集

11
楞
伽
経
画
卷
』（
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
三
年
）、
賀
世
哲
「
敦
煌
壁
画
中
的
金
剛
経

変
研
究
」（『
敦
煌
研
究
』
二
〇
〇
六
年
第
六
期
）

48　

註
㉕
前
掲
、
賀
世
哲
論
文
で
は
、
第
三
一
窟
、
第
一
一
二
窟
、
第
八
五
窟
の
み
を
あ

げ
る
が
、
第
一
五
〇
窟
、
第
一
四
四
窟
、
第
三
五
九
窟
、
第
一
五
六
窟
も
追
加
可
能
で

あ
る
。
ま
た
乞
食
か
ら
祇
園
に
戻
っ
た
敷
座
図
と
し
て
、
賀
氏
は
第
一
一
二
窟
、
第

三
五
九
窟
、
第
三
六
一
窟
を
指
摘
す
る
が
、
そ
れ
ら
が
画
面
の
最
も
上
方
に
位
置
す
る

こ
と
か
ら
、ま
ず
は
冒
頭
の
釈
迦
と
比
丘
が
祇
園
に
集
う
場
面
と
解
す
る
の
が
自
然
で

あ
ろ
う
。
但
し
、舎
衛
城
か
ら
祇
園
に
戻
っ
た
場
面
も
兼
ね
て
い
た
可
能
性
は
残
し
て

良
い
。

49　

註
㉕
前
掲
、
賀
世
哲
論
文
で
も
、
中
唐
以
降
の
「
金
剛
経
変
」
の
舎
衛
城
で
の
乞
食

図
は
、
位
置
が
固
定
さ
れ
ず
、
多
く
の
場
合
は
左
上
か
右
上
の
角
部
分
に
配
さ
れ
る
と

す
る
。

50　

な
お
、
註
47
前
掲
、『
敦
煌
石
窟
全
集
11
楞
伽
経
画
卷
』
の
図
一
一
四
は
、
敦
煌
莫

高
窟
の
第
四
五
九
窟
南
壁
と
す
る
が
、第
三
五
九
窟
南
壁
の
誤
り
で
あ
る
。
ま
た
、『
中

国
敦
煌
壁
画
全
集
7
敦
煌
中
唐
』（
天
津
人
民
美
術
出
版
社
、一
九
九
六
年
）
図
一
四
四

の
、
第
三
六
一
窟
南
壁
『
金
剛
経
変
』
図
版
は
、
写
真
が
裏
焼
き
で
あ
る
。

51　

註
⑩
、
⑭
前
掲
、
下
野
玲
子
論
文
を
参
照
。

52　

二
〇
一
〇
年
に
は
、
敦
煌
研
究
院
に
よ
っ
て
、
晩
唐
時
期
の
第
一
五
六
窟
に
も
新
た

に
同
主
題
が
見
い
だ
さ
れ
た
。
王
惠
民「
莫
高
窟
第
一
五
六
窟
発
現
尊
勝
経
変
」（
敦
煌

研
究
院
ウ
エ
ブ
サ
イ
トhttp://public.dha.ac.cn

/content.aspx?id=207955531407

を
参
照
）

53　

註
⑭
前
掲
下
野
玲
子
論
文
で
は
、
更
に
宋
代
の
第
五
五
窟
、
第
四
五
四
窟
に
も
「
仏

頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
変
」
が
存
在
す
る
と
さ
れ
る
。

54　

註
⑩
前
掲
、
下
野
玲
子
論
文
を
参
照
。

55　

従
来
は
、「
観
無
量
寿
経
変
」「
阿
弥
陀
経
変
」
な
ど
、
名
称
と
形
式
を
分
類
し
て
い

た
が
、大
西
磨
希
子
氏
の
見
解
に
従
い
「
西
方
浄
土
変
」
に
統
一
す
る
。
大
西
磨
希
子

「
初
唐
期
の
西
方
浄
土
変
と
『
観
無
量
寿
経
』」（『
西
方
浄
土
変
の
研
究
』
中
央
公
論
美

術
出
版
、
二
〇
〇
七
年
所
収
）
お
よ
び
註
⑫
大
西
氏
の
論
文
を
参
照
。

56　

国
内
の
当
麻
曼
荼
羅
を
主
軸
に
お
い
た
西
方
浄
土
変
研
究
で
は
、阿
闍
世
説
話
図
の

場
面
に
つ
い
て
『
観
無
量
寿
経
』
よ
り
も
善
導
『
観
無
量
寿
経
疏
』（『
観
経
四
帖
疏
』）

化
前
序
に
重
き
を
お
い
て
、
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
渡
邉
里
志
氏
に
よ
っ
て
、

当
麻
曼
陀
羅
そ
の
も
の
も
含
め
て
、
ま
ず
は
原
典
た
る
『
観
無
量
寿
経
』
に
基
づ
き
、

そ
の
冒
頭
に
説
か
れ
る
釈
迦
霊
鷲
山
で
の
説
法
場
面
と
、阿
闍
世
の
父
が
幽
閉
さ
れ
る

王
舎
城
宮
殿
と
し
て
解
釈
が
可
能
で
あ
る
点
が
指
摘
さ
れ
た
。
註
46
前
掲
、渡
邉
里
志

論
文
を
参
照
。

57　

第
一
〇
三
窟
北
壁
「
西
方
浄
土
変
」
の
み
、や
や
大
き
く
霊
鷲
山
の
場
面
が
描
か
れ

る
。
施
萍

主
編
『
敦
煌
石
窟
全
集
5
阿
弥
陀
経
画
巻
』（
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
二

年
）
で
も
、第
二
一
七
窟
と
第
一
〇
三
窟
の
「
西
方
浄
土
変
」
が
同
形
式
と
し
て
分
類

さ
れ
る
。

58　

鳩
摩
羅
什
よ
り
も
後
に
訳
出
さ
れ
る
偈
に
も
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
、小
島
登
茂
子

「
敦
煌
に
お
け
る
隋
代
・
唐
代
前
期
の
山
岳
表
現
―
―
大
画
面
法
華
経
変
相
図
の
成
立

を
め
ぐ
っ
て
―
―
」（『
美
学
美
術
史
研
究
論
集
』
一
一
、一
九
九
三
年
）
に
よ
っ
て
指

摘
さ
れ
る
。
な
お
、
敦
煌
の
「
法
華
経
変
」
に
つ
い
て
は
、
註
㉘
前
掲
書
を
参
照
。
但

し
、
唐
代
の
作
例
に
つ
い
て
は
、
註
⑩
、
⑭
前
掲
の
下
野
氏
の
研
究
に
よ
り
、
一
部
修

正
が
必
要
で
あ
る
。

59　

そ
の
隣
に
は
、
多
宝
塔
も
付
加
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
普
門
品
末
尾
の
記
述
に
対
応
す

る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
註
58
前
掲
、
小
島
登
茂
子
論
文
を
参
照
。

60　

こ
れ
は
、
唐
以
前
か
ら
、
優
塡
王
像
は
釈
迦
涅
槃
後
に
中
国
で
の
教
化
を
託
さ
れ
た

存
在
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
と
い
う
肥
田
路
美
「
優
填
王
の
流
行
と
意
義
」（『
初
唐
仏
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初
唐
末
期
に
お
け
る
大
画
面
変
相
図
の
新
展
開

829

教
美
術
の
研
究
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
一
年
所
収
）
を
受
け
、
濱
田
氏
に

よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
。
濱
田
瑞
美
「
初
唐
期
の
洛
陽
周
辺
に
お
け
る
優
塡
王
像
」（『
中

国
石
窟
美
術
の
研
究
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
二
年
所
収
）。
ま
た
、
中
国
に

お
け
る
イ
ン
ド
仏
蹟
信
仰
と
玄
奘
請
来
仏
像
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
註
35
前
掲
、
肥

田
論
文
を
参
照
。

61　

し
か
し
、道
宣
の
作
成
し
た
図
が
実
際
に
は
ナ
ー
ラ
ン
ダ
で
あ
っ
た
こ
と
が
現
地
に

赴
い
た
義
浄
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
藤
善
眞
澄「
中
国
の
典
籍
に
表
れ
た
祇
園

精
舎
」（『
道
宣
伝
の
研
究
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
所
収
）。
同
論
文

で
は
『
法
顕
伝
』
に
記
さ
れ
た
祇
園
の
様
子
も
分
析
さ
れ
る
が
、精
舎
の
左
右
の
池
流

や
樹
木
の
茂
る
点
な
ど
が
、第
二
一
七
窟
「
金
剛
経
変
」
の
小
場
面
や
中
尊
の
背
景
と

よ
く
対
応
し
て
お
り
、
興
味
深
い
。

62　

し
か
も
そ
れ
は
仏
教
界
の
宮
廷
に
向
け
た
ア
ピ
ー
ル
意
識
も
強
か
っ
た
こ
と
は
、

『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
の
梵
本
が
、
仏
陀
波
利
に
よ
っ
て
長
安
に
将
来
さ
れ
、
皇
帝

に
献
上
さ
れ
る
経
緯
が
序
文
に
説
か
れ
、そ
し
て
「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
変
」
に
描
写

さ
れ
て
い
る
点
か
ら
伺
え
る
だ
ろ
う
。
註
⑩
前
掲
、
下
野
玲
子
論
文
を
参
照
。

63　

註
37
前
掲
、
稲
本
泰
生
論
文
、
お
よ
び
、
肥
田
路
美
「
奈
良
国
立
博
物
館
所
蔵
刺
繍

釈
迦
如
来
説
法
図
」（『
初
唐
仏
教
美
術
の
研
究
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、二
〇
一
一
年

所
収
）
を
参
照
。

64　

谷
口
耕
生
「
法
華
堂
根
本
曼
荼
羅
の
製
作
を
め
ぐ
っ
て
」（『
日
本
美
術
全
集
3
奈
良

時
代
Ⅱ
東
大
寺
・
正
倉
院
と
興
福
寺
』
小
学
館
、
二
〇
一
三
年
所
収
）
を
参
照
。

65　

第
二
一
七
窟
北
壁
「
西
方
浄
土
変
」
中
尊
の
手
勢
は
、
右
手
を
施
無
畏
印
と
し
、
左

手
を
腹
前
に
安
ん
じ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
「
法
華
堂
根
本
曼
陀
羅
」
に
近
い
。
や
は
り

右
肩
を
完
全
露
出
す
る
偏
袒
右
肩
と
す
る
点
で
も
共
通
す
る（
著
衣
に
つ
い
て
は
内
衣

を
追
加
し
、
右
脇
腹
に
も
大
衣
の
一
段
折
り
返
し
を
設
け
る
）。
こ
の
像
も
中
国
に
お

け
る
瑞
像
も
し
く
は
イ
ン
ド
か
ら
の
請
来
仏
像
と
関
係
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

66　

註
64
前
掲
、
谷
口
耕
生
論
文
お
よ
び
、
同
氏
「
倶
舎
曼
荼
羅
と
天
平
復
古
」（『
仏
教

美
術
論
集
第
1
巻
様
式
論
―
ス
タ
イ
ル
と
モ
ー
ド
の
分
析
』
竹
林
舎
、二
〇
一
二
年
）。

谷
口
氏
は
、
日
本
に
お
け
る
釈
迦
如
来
像
の
図
像
的
な
規
範
性
を
論
じ
ら
れ
て
お
り
、

参
照
さ
れ
る
。

67　
「
維
摩
経
変
」
も
冒
頭
の
仏
国
品
で
は
、
釈
迦
が
庵
羅
樹
園
に
お
い
て
、
説
法
す
る

場
面
か
ら
説
か
れ
る
が
、こ
れ
を
積
極
的
に
場
面
と
し
て
変
相
図
の
最
上
段
に
取
り
入

れ
る
の
は
や
は
り
初
唐
末
期
の
作
例
を
嚆
矢
と
す
る
。こ
れ
も
聖
蹟
の
表
象
と
関
連
す

る
可
能
性
が
あ
る
。「
維
摩
経
変
」
に
つ
い
て
は
、
註
㉘
前
掲
、『
敦
煌
石
窟
全
集
7
法

華
経
画
巻
』
を
参
照
。

68　

竹
浪
遠
「（
伝
）
李
成
「
喬
松
平
遠
図
」（
澄
懐
堂
美
術
館
）
に
つ
い
て
―
唐
代
樹
石

画
と
の
関
係
を
中
心
に
―
」（『
國
華
』
一
三
六
九
号
、
二
〇
〇
九
年
）

69　

註
①
前
掲
、
肥
田
路
美
論
文
参
照
。

（
本
学
文
学
部
准
教
授
）

（
付
記
）
本
稿
は
、
二
〇
〇
七
年
度
〜
二
〇
〇
九
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
若
手

研
究
（
Ｂ
）「
敦
煌
唐
代
前
半
期
壁
画
の
総
合
的
研
究
」
お
よ
び
二
〇
一
一
年
度
立
命

館
大
学
研
究
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
若
手
研
究
）「
唐
代
敦
煌
壁
画
に
お
け
る
大
画
面
変

相
図
の
展
開
」
の
助
成
を
受
け
て
行
っ
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


